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870 See st Bh hae 賠 に 示す が 如 Le 
880 0 : 
900 SOG ere Sesh に 見 る が 如く 約 800°Cl\2 T 


2 
is 
ora. 
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PAS HARE US AKA R HK 900 (oO CRRRMIWHE ST D 有 和 欄 な FRE 
岩 と 同様 に し て , 2 ORE OBALIREBGRE t SEDER t PHS, 
ANT AE EL (SM Il Be (2 ERIRO CH] 256 5 ANY © 
8. 淫 石 の 成因 に 開 す る 一 考察 
Db te BPP LAT RAMEE ROI IL 2 BR (ZETA ERS | 
St) 即ち 主として BE kOe O, BENS L CHEE 成分 を 湊 青 岩 の 如 く 多 量 
に 含ま ざる 火山 岩 は , IMCBHEAO 酸性 な る と , PEGS be MT 一 気 
第 EOP (=, 約 900°C に 加熱 す る 時 

は , BREEMWIIE % を な し, 浮 石 を 生 
ずる は 明か な り 。 換 言 す れ ば 火 成 
MHS, BOS ED HGS IS, 約 
900°C 以 上 に 於 て は 其 中 に 含ま る 
ゝ 極め て 少量 の THB CIO Be 
(= CHS LABIA S SE L, 此 
温度 以上 に て は 浮 石 は 容易 に 形 
成せ られ や, 以下 に て は 其 形 成 困難 
な り と 言 ふ を 得 べ し 。 
AERO -K I AAI HET 其 中 に 
FAES STB MAS, RMS OIE 
れ に 比 し て 多き 事 は 吾 人 の BSH 
に 推量 し 得 ら る ゝ PEO, Ble 
此 場 合 に は — RIED Fe Cid, PREVAIL E 900°C k OIL FMS S 者 と 
ek, See 
TREE SY OK 75 BG Me DIL IES NUK 200C 以上 を 越 の る 事 な か る ペ 
Le 


iE 
BS 


= 


reas 
ae 
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Ii) > ESI OEE OBE I =, 850°C YE OPB AK MAS SMES, BSG 
WO) IGM ST 5S RAE OBIS THD IS SeEKO, HOBBS 
於 て も 約 900°C の 温度 は , BOAR OGRE N 22 BAIA KE LYK OD, BE 
(SEEMB WD ADHD WIM LOK AMICK HMINSIES! &, FS ZH 

IF SHEL . Mase, 此 の 温度 は MEDAKA A BE OD BA PERE Ua 
HLS D> D7s DlSAAWEZE O 6 
「 プ ルン 氏 」 は , Stromboli, Vesuvius, Volcanes of Java 及 Kilauea “& 
の 火山 を 研究 し , 其 中 の 新 ら 5 し き 珠 堪 質 岩石 の MMA DIK 少 か ら ざ る 
Mig se %e EA, lS MAST SMG UL REEAY IC AS と 記 逃 せ 0 。 

此 の 研究 の 結果 は , OK NAO ARIZA GS SOMBRE OLE, we 
DG ORe US 多量 な り し と に ょ り の , 此 結 果 を BABHOKOS MNE 
も 余 等 の 胸 ヶ 高 噴出 物 に 就き て RS PI Clk, BARD 900°C 附近 に て 
ik する は 明か に し て , 「 プ ルン 」 OMS MBRORBE AK BU OA LS 
る も , 大 贈 に 於 て 「 プ ルン 」 の 研究 を 是認 せん と する 者 な め 。 即 も 遼 酸 の 意 
CERT SIME, BA OBO WHE LOS 上 に 記す る 所 よめ 明か 
な り 。 

本 研究 は 大 正四 年 よめ 開始 し , 未だ 所 期 の 目的 を 達する に 至ら すず , 然 れ 
天 今 臣 に 其 概要 を 記し て 和 幣 来 の 研究 の 前 提 と な さん と 欲す 。 本 研究 に 際 し 
AHA, By 52, LTH, 高根 , 蘭 藤 の 五 幌 士 は 相次ぎ て 余 を 控 助 せら れ た り 。 Bie 
特記 し て 諸氏 の 券 を 許せ ん と す 。 


駒ケ岳 噴出 物 の 温度 測定 (第 二 報 )<② 
mt fe me — 
D 駒ケ岳 頂上 火口 附近 。 8 月 7 日 ORRR52 HA) Wie (PBR) 
P.4 WSR tL > <a t O'R IA, MO —FeIC WAEIKIC CHR ia he fh CF 
Ye te 3 (ARM & ie Fo 


12 C12) a A Oh tn BK SB 


| S.4 KBR OT berate, 前 回 C6 月 27 Awl 


Be HON LAC HRI LC WH ED HS 
Cee get fs HEMEL DIMAS 3 Bie ET, Ste 3 
vs = HEMT L eS BERK Hb e lle te 3 WAFL 

50cm | 152°C} 367°C Rees af 

A 137 959 WSIS S NIKI LE OF OK Rigs 
3 113 340 — PARKER UTC, ho SAR O Bab B 
% ze =the 近 に 迫 れ る の みな ら ず , WO 直ぐ 東部 を 基 
0 27 60 OL LC, 東南 部 斜面 に も ORK te S ae eB 

Se sake a Si REECRRD. | 


P.4 ie AWMOME MD Sb, S.4 は 第 2 回 目 に し て , FRE BOR 
BYALA AME ORR & HES BK, 地表 面 下 35cm の 温度 は 前 回 は 560°C 
に て , 測定 せる 範 園内 の 最高 温度 を 示せ る が な が, 此 の 時 より 更に 41 Be RGB 
し た る 今回 &, 同 じ 深 さき に 於 て 向 345°C の 高温 を 保 て 0 。 

3) HARSHA. SAIL 日 (噴出 後 56 日 目 う 測定 。 CBU) 

Ril 7 HE PAD Fie PO, 西南 錠 を 赤井 川 方 面 に 向 つ て 拉 が れる 浮 石 流 に 
LC, 濾 衣 数 授 に 依 れ ば , 厚 さ 最 大 少な く と も 25m を 超 の る も の な り め 。 鹿部 


第 R MOA PE & (SILOM RAK U 
So) og | pg | pg | RESET CRAB BAKE 
70cm 270°C 199°C oe Bae EO SST EUR ze 53, GAD 
60 253 18 ee : We Ae rhs > ie p. 
0 Lote | tee | tga) 間 障 を 売 た せる 大分 千 押 周 る 事 な 
40 198 126 121 HS ey ee まぁ 
a oe a = (LUT, EHSS3 Betath 
20 135 71 69 (SERB ATSHBAR OS, 
10 87 56 55 


0 40 43 42 RO PTS AAA & Fe t= fa) — HS 
3a | 33 37 36 
u て の Wi xe 2 FEE IZ BE tH SBA Re ar 


ば は, 今回 に て 3 回目 の 測定 な 9 。 


S.5 AIF REO 方 向 に 押出 し 推 積 せる PAHO BC YES CED, WIR 
約 20) KO BE, EL EH Im の 人 日 型 硫 質 噴 鍵 孔 即ち 所 調 灰 火山 の 中 央 部 を 測定 


? 


ab 2 lh 
k i 
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HMC ARORA 6 O AE SMB L, WUE BD Ceo, PMT 


RET o PRLS, 之 は 前 回 測定 の 時 7 月 5 日 ) に 比 ぶ れ ば 其 だ し く 9A 
P.5 : 浮 石 流 の 中 央 線 に 沿 ふ て 前 者 の 西南 約 LOOM, FETT HE TE © Reo 
P.6 前 者 の 西南 約 700m 下 り た る 浮 石 流 普 通 の 虜 、 海 抜 約 250m。 


以上 測定 の 結果 を , 前 2 回 測定 の 夫 に 将 比 し て , 其 の 冷却 の 模様 を 見 る に 


BAROMELS AL, こ ヽ に は 第 1 Gn oR 
回 測定 の 時 の 最大 の 深 さ た る 85cm cul a | ie ae 
の 温度 を 比較 せる も の に し て 第 1 PETAL. : 

8 450°C. 340°C} 340°C 
回 測定 の 値 を 除き て は , AER 18 318 258 287 


55 183 110 103 


OTRALIEDEO. MFA O 
末端 , BA 7 AEE FO SPR UY CED D FBI AES DH DIREC ST, 前 
回 7 月 5 日 に 計 温 せ る 時 は , 深き 800m (°C fl 62C を 示し た る ', 今回 は 同 
UPR SUCHET 27°C に て , 全く 冷却 せる を 見 た 09。 

@ 尾 白 内 方 面 淫 石 流 。 8 月 12 日 (噴出 後 -57 日 目 ) 測定 。 (第 六 表 ) 

駒の 人 疹 を 越え て 流下 せる 浮 石 流 な が , 主として 尾 白 内 方 面 に 向 ひ 押 接 が れ 


る も の に し て , LO 面積 及 UVES 等 は , 赤井 川 方 面 の も の に 近 き の みな ら — 


S VPA BOAKGE AB, LOMRPEKUARTOMES GS ABHE SM 
願 る 類似 し , 古 かる も 他 の 浮 石 流 に 於 ける と 同様 , BPTI Bete ST AMER ILOME 
畑 を 殆ど 全く 見 ぐる に 至 9 し 他 は , HOR, 前 回 測定 の 時 (7 月 3 A) ee 


BES PTs Lo 


P.7 土橋 方 面 に DUS SPATE OA EY HL60M Ro 

P.8 尾 自 内 方 面 RA iii ASE O Ach IC Ee PP AGL © fie 9 

P.O 同上 浮 石 流 を 東南 束 に た 向 ひで て 約 lkm 登り た る 中 流 部 、 浮 石 流 の 最も 一 般 的 と 
見 ちる ゝ 慮 を 測定 。 

S.6 B18 APH 150m, YAO 略 々 中 央 線上 に HES ERTL, RS 1~ 5m 
DAT WAFL, BU SPAM AS 3 BRS? SREB L, MOMEOMAIL BK 
な る も の に し て , そ の 1 っ の 中央 部 を 測定 , RAH oO HEM cH, we 

Wie & } HE BIN 


at CN i Ti Hh PR si se 


上 記 4 APO, P.7 CAG SMELFADRMO SOIC LT APSEPI 


: Ss KK KR と は 全く 同一 場所 に 於 て 
Hs 前 に 2 回 測定 を 行 へ る 事 
Ne Pia Peet). Poms See 
Yes あめ, 今回 は 83 回目 な る 
ive Nie, Se Sel eee eee 394°C 5 Oa aN oe 
‘site «1G: 2 PN ES eae ta ee 375 WUT, BEE Io LED 


40 Vay bi 149 161 337 結果 を 列記 し て , HO’ 
20 700-88 86 265 FPO ARGS 2 BESS Lo {8 


0 35 35 40 60 し は 深き 40cm O jfk 
Pag 2 APT a) OE) eC ee 
9。 56 は 今回 の 測定 場所 中 , ナ Ler Sel el: 


vIOR RICK CRM |X 場所 
BL, hi 2AMEOLOL —me [BES 
9 | 360°C | 400°C | 480°C 
気孔 に は 非 ぐ る も , 互 に 極め て 近 16 291 312 460 
56 | 143 161 337 
FO ’&DIE AR, BEOR, BER 
Plo Z% % MACHR UK OS} 
6) BREA Sat. 8 月 13 日 (噴出 後 58 AR) 測定 。 CEN) 
砂原 と 掛 潤 と の 中 間 , 度 抗 崎 に 向 つ て 押出 せる 淫 石 流 に し て , ERS 
UMMOEA RO MAK OsSNKSDS, FSBERE <, HABE Kies, 
最大 8040m に も 達 す べ きも の な り LW PHROMRAES, KAIF 
或 は 尾 白 内 方 面 の も の と 相似 た 0。 
P.10 浮 右 流 末 端 よ y 約 700m, YyFK 100m に 近く 3 PA GEO jz, SEO Mh OPEB 
も 灰分 と 混 変 し , 依然 乾燥 押 固 まち ら ず , 足 を 渡し 歩行 に 憶 ま し め ら る 。 
S.7 Bia ke Y 30m PLP ICHE UV り た る 炎 口 型 吐 舞 孔 , 直 第 約 lm, Zee 補色 , WE te 
OMe EATARE STILE VARIO, BRABEO (6 
PUL [AJM] & AK 266m M= 74h & HES LL, 海抜 約 300m, Fike SPA 
tp gt b DPE OR 


Ps ies 9) S. 6 
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ee: Gee 3 P02 S.7 ti, FD WHT 


os iy A ae 7e P. 11 は 前 28 
所 ee a hee crea Rene の 測定 な る る も, は 前 回 6 月 
wR さ ARDS 噴出 後 12 日 目 に も , 1 度 測 
ce eee 292°C | 253°C 
Ayal 281 234 定 せ る も の に し て , 今回 が 2 回 目 , 
50 184°C | 260 198 
40 145 245 155 HD VES 40cm の 温度 は , 先 に は 
30 109 227 113 ‘ 
20 79 186 81 310°C な めし に , 今回 は 155°C に 低 
10 52 123 51 
0 39 59 38 PEO. 
amet rae Noa YAS = MER HET & 


に , 測定 せる 範 園内 に 於 て , 最高 温度 を 示せ る は 前 回 同様 ナマ ャ ュ 山 の 頂上 な 
PD, WME WEIS Tk, FATED O PSEA TLS lt. § BRA EME 
2S SI-BiNSb6 MES ORM kth UTHO HERS, ZIRE 
る は 浮 右 流 一 般 の 所 に し て , 噴出 後 50 45 A RG UT & EIS BRM AT ze O 
の 高 江 を 係 ち つ ゝ あり し も , 然 れ ど も , 浮 右 岩 層 及 び 放 等 の 抗 出 物 堆積 選 並 
に 後 成 泥 流 等 は , 此 の 時 殆 ん ど 皆 常温 に 低下 冷却 せる を 見 た め 。 各 浮 右 流 を 
通じ て P111 (P.4 は 除く う ) DEES 50 cm の 王 均 温度 , BY bMEWIGE 51~58 
HENCRO SEBO S 50cm の PAB %Risirls, 169C と な り め , HL 
の 最高 は 砂原 掛 洞 方 面 P.11 の 198°C, 最低 は 鹿部 方 面 P.1 D 123°C に し て ,_ 
叉 噴気 孔 の 同上 深き の 下 均 温度 は 26LC (LL, 一 般 の 慮 の 下 均 値 よ の り も る も 
#1 100°C HL. KK, SEP, 噴気 孔 に HS 温度 は 局部 的 の も の に 
て て, 個々 の 短 態 に 依り 互 に 著 し き 差 あ の, 且つ 浴 石 流 全 盤 よ り 見 れ ば 極め て 
小 部 分 な る さけ れ ば は , 之 は 除外 する 事 と し , SAW CMS T, HO iy 
の 農 の 下 均 温度 を 比較 する 時 は , 概して 流 の 面積 より は 寧ろ ES OK 4 
も の 程 , 高温 を 保てる 傾向 を 見 る 。 

火山 叶 火 に 開 す る 直接 温度 測定 は , 極め て ABE ST SBI 属す る を 以 
て で , APPA T & HF OU E, 橋 前 火山 の 噴気 孔 の 温度 測定 等 従 


16 C163 a A Bi Wy wh ww 


HEA DCT PPO MEA ZILIA S > LUI AT 8 此 の 種 の HER Ze ADAGE 
(PETERS BB, 然 れ ども , MERE A SAAS RRO BARES 3B PR & 7S 
し , FEO Va ERE SE CRAVE ZS EOI UT, 大 規模 な る 噴出 に 際 
し て は 時 に BEETS 2 REE 2 例 の 記 鉄 等 も あり , 脆 ヶ 呈 今回 の 場合 に 
は , 淫 石 流 等 の 全く 准 却 する は , 勿 論 今 後 さ ほど 永き 後に は 非 ざ ぐる ベ べ け れ と , 
SRICICKOT MBMOM A LET AY, 興味 深き 事 と いふ べし 。 

終り に , 本 吊 定 に 際 し , 懇 穫 な る 御 指導 を 賜り た る 電 津 教授 に 深謝 す 。 


By Tt XL) ARSE RO ER KE OSL 
Met bk i A -— 

BALM SWEAR op eS U, 8 月 1 日 よめ 同 23 日 に 至る 23 日 間 を 以 て て , hy 
ヶ 損 火山 大 糞 癌 後 の 同 火山 基盤 の 一 部 の 水準 測量 を 辻 施 せり 。 野 業 に 従事 
NEE, Peat ABS (S LRA UC Bil & PAAR Ze Wy O WRK EAR (SAS 
AOA BO CME OR EBNIEO > BIA TRHORE RK Fo 

測量 線路 Ro SER REO SE eSB DIC, EL UCM K NOR 
邊 限る 國 道 , ROG Ee HS KS A eh} — PRS OC, 陸地 測 
TBO eRe AL, ZS KO CR AE Ee FF O, JERE SR 2 [EHD a 
MUO AEO RGR ¢ MBCA tO, 放ち 余 の 測量 せる 世間 は , K 
沼 , 小沼 の 西 な に 並ぶ BARB O peidiml< ES 7070 HE RARE & よ 9, PRM ee 
構内 所 在 の 変 19 HE RAB 22RET, —Ols HILAR OAMB OE ICU, tr 
iL Bi EO) 5968 HF (= BS 2Okm, 一 つ は 交 19 HE K OHS 分岐 し , 尾 白 内 部 
GOR EBIC ZEA 7061 HEIR FES 4k Of] Oo GBR EMO 位置 及 番 
DSM lal BAF (BES C FG RIE Lo) 

測量 の 綺 度 使用 せる 水準 儀 は Zeiss iL He Keil-Strich 4570) |} /B 
せる 者 に し て , 標柱 は Invar-band 製 に し て 0.5 HEI BRGY 
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陸地 測量 部 に て は 一 等 水準 距 設 定 に は , 一 民間 (2km) 毎 に 必ず 往復 測量 

See し , 其 の 往復 差 3mm 以 内 の 精度 を 以 
CHR O と 云 ふ 。 (陸地 測量 部 杉 
FURS SAS) 上 記 
の 水準 儀 を 以 て Keil-Strich 装置 を 
使用 せ ば 100 分 の 1mm 迄 護る 得る 
も , 技術 上 余 及 び 標 柱 支 持 者 た る 人 


第 
Re * UAE 
Kem AR BE RES 
7070 8 
7069 9 
7068 7 
7067 10 
7066 10 
7065 5 
7064 
7063 83 
BE19 0 
Resides 5967 2 
ae ae 95908 MY 


夫 の 技 貸 之 に 健 LS HRD 0 ted, Ze MOF, 5mm 以内 は 目測 に よれ 
り 。 Fe UT th DEM BORE AE UES HBA O し も , 吐 間 に 制限 を 
BOT, 終 に 最大 lcm OH MECH ASA 可 か ら ざ る 場合 ある に Br 
bo £0 CHIME AOE Lik SE, EMO A OM MAE L, 前 後 3 
MO URN ARE ZU LC, それ 等 の PYAR IHS Mid 00 RRA 
LLU 1 回 片道 の る を 測量 せる に 止ま る 。 此 の 如き 方 法 は 水準 測量 に 於 け 
る 淀 法 に は 非 る 可 き も, MILVBS O LUO. FARMER 2 AO 
KIL MBM OF AMOMVE L TRY EBEROM し 。 但 し 交 19 
BRR AEMKL LIED ROMA & LCHEO TS BK O 


18 (18) Ae Ty Bi OR 


測量 の 結果 LikOM< UTHRS GKEROMEE BARRO AA lal 
ART DM Lo HAN TE 19 ORR ERY BED OLA LU, CHR EL 
e¢ KR て 換算 せめ 。5967 GERU' 5968 


ACER | ge ge (ASHER Re | 吐 に 於 いて , 括 線 内 に 容れ た る 
a an (mn) (mm) rare 
7070 | 28 yw ij | 187781 | —69 BLS, RB OB— BM aR 


7069 苫 柴 沼 東 北方 | 162098 | —81 ‘ ae te 
7068 inl 川 附近 | 157742 | —89 に し て , 此 の 測量 の 前 日 即ち 8 


7067 180056 | —91 é 
7066 e 179536 | —"77 月 16 AFA 11 ae 30 分 頃 さ きら 
7065 38 分 | 155725 | 一 59 es ; i 

7064 [=weRaMR) 92983) 43 | CHIC 4 o/DeBe L, 


4063 J ies: 70S . ols a & eS 
B19 OT eae a “Ono | 0 | RARROREEO KEP BA MISE 


5967 [is ME ME SE) Cgoepy| tO | Mbit CK O eR ACI 
5968 NE 7 AC WEE] 2095 +25 | nt DAR, RIL MIC 
asl feria] Sueg| 2g | BES THEbS 03.) BORE 
, あり た る 後 の 結果 KV o MO 
結果 と , MN BRS 結 2 
AED 間 に ; 鳥 崎 に 於 
て は 21mm, BRIE Hh 
て は Imm 差異 を 見 出 
す は 如何 な る 原因 な ら 
AD. i bE OR b 
Dias OATS HE 
は ず , 或 は BABES TAK 


彫 は 各 水 準 跡 に 於 ける 匂 化 を 示す 。 賠 中 の 
. NHR O BEE & FEI, es & SA LAD RIB E COE 

: SAACESML ORES MRe SHV, BE 
IE OHE IND fry Ay A HG Va AKERS DHE te Vg 


けつ ゝ ある 者 な らん か と も AME LIBDSL, ZABED OIC BIT CR 
を 要 す 可 き な り 。 


Fine ea ee 19 (19) 


HGS HS AUK AIBC IL A DH SHRIS |UD AR CREAT OS 


© HEN ODA tk BD», 或 は 直接 に は 開 係 な くし て , CELE DU TSR I BME L 


KSEE UBD TRK RATES SKY. 

ES BCBS GARBER, [id CIE AE eG U, 陸地 測量 部 大 
JE 4 EQUINE RAM > BRR 大 沼 公 園 園 幅 に 記入 の 水準 高中 を 比較 する に , 
HiT & OA BARD WACK MUS 南下 の し , 焼山 及 赤井 川 附近 に て 基 
OWE F(SHRAIS UT 91mm (eT BRE OBA Ee ET, 299m 
WEIS INSEE FORE IRS o AU < AT KO BSC AYO Tike & Pade 
に 進め ば AES RL, By AL Tid 25mm の 上 昇 を 呈す 。 叉 東 に 向 へ 
ば 尾 白 内 東 部 に て 降下 は 26mm に 達する 者 の 如 Lo HISAR HLS OHM 
く , 尾 白 内 川 の 渓谷 を 挟む 7063 及び 7064 Berk AEM CBMEADS ZO 

本 邦 に 於 て 火山 大 活動 に 際 し , 其 基盤 に 頃 動 を 來 し , 水準 験 測 に より て 
を 雇 め 得 た る 2 の 場合 あり 。 其 の 1 は 明治 43 FORE MKC 人 へ る 
者 に し て , 其 の 2 は 大 正 3 年 概 島 火山 の 大 活動 に 伯 へ る 者 な り 。 殊 に 後者 


の 場合 に は 陸地 測量 部 の 験 測 の 結果 に ょ れ ば は , 鹿 兄 島 市 内 2469 He kaee se 「 
1) 
に 於 いて 噴火 の 前 後に て 407mm の 隆 下 を 示せ り 。 SHO F HAMAR 


BCILMOBMLORNSeS は 注目 す 可 き 事 な 0。 
HORDE VEIL sth 本 火山 爆 開 直後 に 於 て , 砂 崎 一 一 椅 際 近 の 水準 を 
Kail L. GEFEICIRO & HLL EMED BHD StricOo 削 津 攻 授 も 赤 此 の 間 
HAI MURPH Re UT EAM (MELE LO Birt Oo Rte 
HEHE % ONC VST 専門 的 技能 を 必要 と し , ROBE AE HRS 


1) F, Omori: The Sakura-jima Eruptions and Earthquakes, Bul, Imp, Eqke. 
Inv, Comm, Vol. 8 No.2, p.153, 1916. 
2) HPRARMEHESE, 98 45 4B, 第 8 GR. M7 AMI OBR 
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PES CSIP KS ZEST, KICBCAMKORMA SOL T S Prrehr7se, 
AWW Et ORS RISA DEED KAR KO HED DARED _E AC aR HEC BME AE 
じ 居 る 者 と 信 ぜ ら る ゝ な り の 。 

追記 陸地 測量 部 に POC DEB IU IC 森町 と CARA EOE & @ 間 20 km CB 
DY CAMEO LES SMES 測定 せり 。 余 は 本 稿 印刷 中 , WMO HAAS KOR 
に ょ より 其 結 果 を 知る を HEV, GHB RE LABEO 結果 と を 比較 する に , HRI 
於 て 小 な らち ざる 差異 な し と ょ と せ ず , 即ち , 森町 5967 & AHO & MEET, BMPs 
る 焼山 7067 に 於 て は 陸地 測量 部 の 結果 は 85 mm な る る も, EPA SLEoxe sit 107 mm 
な り 。 叉 基 雨 側 各 々 4km % fi ZB BK, 即ち 西 の 7065 に 於 て は 前 者 は 70 mm, 後者 
は 75 mm MHD 7069 に 於 て は 前 者 は 66 mm, 後者 は 97 mm な り 。 

上 迷 の 如く LHBEOMEO 結果 は , 陸地 測量 部 の 者 の 如き 精密 を 期し 難 き も , 
FLL USL, 匂 化 曲線 の 走向 の 相似 な る は 余人 等 最初 の 試み ふみ と し て は 満足 せ ざ る 
可 か ら ざ る な り 。 上 財 叉 両者 の 結果 の 差 は 路 ザ し る ゃ 測定 上 の 誤差 と の み 見 る 可 か ら ず 。 
と の 事 は , 森町 た 於 ける 強震 前 後 の 水準 鐵 化 ょ りゃ 想像 せら る 可 し 。 

之 等 の 測定 の 結果 に ょ れ ば , REO 最初 推定 する 如く , KYB, 小沼 地域 は 最低 下 の 
場所 た あら ざる る , 明か に 森町 方 面 ょ より 5~6 cm の 低下 を 座 せ し 事 は 明か な り 。 

-— GitHREBED 


OE RR 


i) Bs LY EP Ts $9 OR OD ita 
Met 2K mp 

PA) vB Uk St DU ESAS 4 TERRA ORE AEB Te BC 拘ら ず , 多く 
(IE CALE DORR O 1S SESE Ze BEBE 4 OC 完 面 像 類似 の 唱 癖 を 有 し , 
ATED TEAMED iil, 例 へ ば 太良 , 阿仁 , 荒川 , BEB, 間瀬 等 産 の も の も 何 
れる も 正八 面 穏 式 , 白板 産 の も OR FIER OMS BL, 僅か に 阿仁 
ROKREO ' OFS ETRE AL, 草 倉 産 4 DIL 4: と 
FALE}, —HS mM AHO Hise TOA. 
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然るに mT DR DGD SW BEE O — ABR ih, TE DUT aes PUES SAI OSE 
Ha D Ask, WHA t SECA RL O, EOWA ILLIO HeEL SH 


OL IT OPEL}, © £21190 E1003 
ども , COR SW 21 RO EWA OOM UTHRS, また そ 
OMA AD EWM UNIO Me URS CLHO, MCE 正八 面 謙 の 
Mie Seem ¢ UC RAM ee O. HO) 6, EORMMEO 面 は 三 四 
ES ¢ OBE RIZ IK LOT RMR ORR AL, AOI MEO 面 は 極め 
CEES Oo COFFS WOME MISABEI LC, IESE AHO TTS PIS O 0 
Si ¢ } TORR <<, —BOR 37EX 3cm SEM. 


Ey y te SR EE ak i RO te i 
mes RH RB MH ON 

{CSE > SO RORIS EB IC CHAI A THO CHB) DY OMB) 
ROBEES PBR Oo WMT REM ORBA Mh BF COB 
WEPIGL O LRho FD 此 等 の 温泉 に つき て , 昨年 8 月 5 及 6 の Mi Bh 
BG, 11 月 13 日 盆 田 助教 授 及 び 筆者 の 観察 せる 所 を 線 合 し 簡 軍 に 報告 す 
べし 。 但し 検温 は すべ て 水銀 最高 寒中 計 を 以 て せり 0。 

此 侍 温泉 中 稔 の 湯 は 疫 井 に よる も の に し て 間 歌 的 に 叶 湯 す 。 深 さ 約 19.5 
m (UT ARK 10cm の 土管 を 埋設 LURE LET. 一同 の 噴 湯 を 了 り 0 の て 次 
の 叶 湯 に 移る まで の 星 間 は 5.5~6 分 に し て , ME DAO 1.5~ 255-75 


22 (22) AAT hy TR 


Oo, MMR TO LRISLE PO RMSET SS 3, 次 第 に その 水面 上 昇 し 
FeO, KIA UC LE EBB ICH CONFI PE 125m tz THE 100°C (= 
達し ,5 分 後 即 ち 般 に 噴 騰 せん と する 直前 と な れ ば は, 細か き KARR BC 
PAH OROGSLED & OMT oc OLED OU ITC, 水面 下 125 
cm に て 10L°C な め (8 月 6 AME). Ri CH SRA eIEO T 噴 騰 し 始め 
湯 は 次 第 に 高く 吹き 上 げ られ, 最高 を ~5m に 達する も 叉 時 に 2~3m に 財 
き ぎ ざ る こと も あり め 。 但 し 噴 湯 は 水村 を ゃ な さす ず , MN) Ic MS UT 大 な る 水 
WL EOTMRITALONOCTAKHE SHS DOT. NBRACELTE 
OIBROIN DOES TL4 ¢ oO MBAR BS OTS THIET 6 導管 
OD LIISA OG DME O BBE le 100.5°~101°C な め 。(11 月 13 日 測定 ) 
fr Sie HG (FE eT 22 HOT, PIEPER PU, 一 回 の 噴 騰 を 了 れ る 後 
衝撃 を 奥 へ ざる 様 徐 々 に 引き あげ て 旗 部 に 於 ける 温度 を 検 せ る に 109~ 
110C な めき 。 (11 月 13 日 測定 ) 

鈴 の 湯 主 人 の 談 に よれ ば 管 て 湯 井 の 旗 部 に 於 て HO 温度 を 測定 せ る に 
130°C 7% LEB AMR CARR AKO HB RUBHRBAD FEO 7k LKE 
な きも の と すれ ば , 195M OKHEOAOHBET HLS H 1.9 AROM 
カ 載 加 に ある べく さく, 従 つ て この 深き さ に 於 て は , 約 180C PROB JEN THR T 
べき 理 な り め 。 然るに 吾 等 の 測定 の 結果 は 10°C AFR O し は 他 に 理由 の 存 
せ ざ る べから ず 。 WOM OS Tit 未だ 充分 に 征 明 する 所 な きる も, HEL 
土管 中 に 100C 以上 に 加熱 せら れ た る 湯 の 符 流 或 は 揮 琵 成分 の 上 昇 等 の 可 
能 な る 推定 を な す と き は , 吾 人 の 得 た る 温度 に 於 て 土管 中 に BY Ries 
BISA AUR LG BPR Oo HALE OM WIC BC SHOW 
待た ざ ずる べから ず 2。 

KES OI O, A ABA MIS OL EERE AB LEI 6 
RVI H fae HH Wy AR I AS 
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it RM 


AR 火 W 近 R 
Het m Mw 純一 

APR (US HUET GE CB L CORRE RE LD Do 北海 道 は 等 
A Ow ERE CBS SUOMCLHA AD, 未だ 不幸 に し て Ze Hak 
BORDOK. 然るに 昨夏 園 ら ず 3 MBPAROMBICKOTZR-RTA 
を 得 た が , 以下 に 記す る ぁ る も の は その 観察 の 一 端 て ある 。 素 よ 0 専門 家 な ら 
ぬ 筆 者 は , 寧 に 先輩 詳 氏 の 文献 に 揮 つ て 概 容 を 拉 索 する に 過ぎ な い 。_ 

一 昨秋 長 輸 線 の 開通 以 來 , 有珠 の 登山 は 極め て 容易 と な め , APRED 6 RR 
BCR EOT ov FS OPARE, HAIR LICE L, 或 は 蛇田 塵 から 電車 叉 
(SB RI ROT Hd SRP OP HERI O, 之 よ め 西 園山 , 新山 (明治 四 
二 三 年 活動 の 地 ) を 経て カル デラ 北 壁 の 北 記 風 山 に 至る 事 が 出来 る 。 

有珠 村 方 面 有珠 火山 が 洞爺 湖 中 島 よ め 羊 踏 山 を 運 ね る 火山 構造 線上 に 
その 位置 を 占め , IAF CHARI ER BBO JED AERC ST BE FS 
& の で ある 事 は , AC MUPBELO IGS tr tC, HEBEAITTR VERRIE-C Bela 
れ た iif Gil 2 HOU t し て 居る 。 有珠 山 の 西南 斜面 は (ARRON, ASE 
FAIZ PS LL A A) OV BEATIN | COMABEE) を 分 布 し , KABICES TU a Ove at 
形 を 現 出 し , 有珠 灘 の MGIC (d SOME 2 i LCI So WEE RO 
FEMPSEIT SUE 2 BK is BIR ADEE L, 時 に 石切 場 を 介し て 居る 事 は 車 
ED LAD SEDWIED  UMBBESZ% Block lava, MEA IEG 
れ ど も , BARKOVM HLL O —BR COMMER) と AUS YS bt DTH 5 Io 


1) 加藤 武夫 , 有 球 火山 及 洞 爺 湖 , HER RD EES BAT BGK 
2) EB, ARTUR, 東京 地 皇 雑誌 , 第 263~4 娠 , 明治 四 十 三 年 九 月 。 
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APO WIE & この 泥 流 の 結果 と BMS WSL, MAMBEO GE D273 
OC, 明治 四 十 三 Ree tna こ 先 もち て, MIAO RCA じ 
Rees WEBI KIER も , 今 は 知る に 由 な い 。 内地 形 上 で は , 加藤 和 教授 
の 際 賠 に 誌 さ れ た ェ ッ クッ メッキ 上 崎 の 安山岩 塊 は SIRE EO, RB 
ILAOMO PROBUS HB Be Rohs. RU 此 方 面 に は , 最近 
WARD CSB DAOLLD & SRE GATE 0 

MMA ASPB RIS ERO PAC TROT KIC BROAN FE 
> wes HAO TICES SCBOK, MOT BHA BOR 
HE) の 泥 流 や , PA ORMBD 6 ELT MPU, HRPOAR & ya 
BE LO GES LOK, te 200K) と 云 ふ 大 泥 流 の 跡 も , その 下流 て は 
HED (= 凝 族 性 の 表土 (有珠 海岸 に 於 ける ぁ る も の と ELS, BA, BVA, RAE 
を 含む も , WIAD & OKRA S LD の 存在 に 依 つ て , 2 PHER LI AIC 
止ま め , 大 井上 氏 の 記 逃 され た “Puff” cone MPH % RHE, 

SE SCHELL % FPR OD LBNL も , 加藤 和 教授 に 依 i た も ば 有珠 類 岩 流 (Somma lava, fi 
BARA ZA ORMIN4E CLERC H SD, AHF LEZ ~*% Parasitic 
cone ts6Lito COMMU, 明治 四 十 三 年 七 月 ニ ト 一 日 以来 の 激しい 
WEE UWB, A 午後 十 時 , 最初 の 火口 を 生じ , 以後 RROD 
側 に 生じ た も の を 加 へ て 大 小 の 火口 16 個 に 達し , BS, AM を 生じ た 場所 
で あぁ る ひれ ども , COS (SARE 6 RTHBERO, BRNOM Spi 
留め て 居る 。 
西園 山 は 頂上 の 下 坦 な (標高 約 160 米 ) NET, 床 丹 か ら の 登山 路 は 其 
AA OMA MOTCOMBEM A. C+ IC 20 日 間 に 堅 つて 熱 水 及び ie 
土 等 を 60 KO 高 さ に 間 或 的 に 噴 騰 せしめ た 事 , 一 日 二 百 回 に 及び , BE の 


1) Y. Oinouye, Jour, Geol; p.258—Vol.25, 1917; p. 583, Vol, 24,1918, 


評 論 ae: 鉄 95 (25) 


泥 流 を 念 束 に 流下 せ し ゅ た CEL UT 大 井上 氏 に 依る ) LRAKOL, EE 
周 園 に 生じ た 多 敷 の 火口 の 跡 を 見 る 事 が 出来 る 。 そ の 多く は 原形 を $ 失 つて 
居る けれ ども , TONKEKABO—-BY 56k AED LADXBH 4 of 
UU OW ie < BL CA WI) が , この 時 隆起 し た 事 は 周知 の 通り で , > 
は 約 240 米 の 標高 を 示し て 居る 。 そ の IBIS, BIRO 45 火口 中 第 二 位 
( 径 130 米 , 深 80 米 , 大 井上 氏 ) の 大 火口 の 跡 が ゎぁ の, 附近 に は 同様 な FAH 
形 の 火口 が 多く , SUTRAS ORRICK DEO GB IKO JA RE bei 
SHo TOMMOKARD Sls, —=MRABOSAZDe 認め 得 た けれ ど 
も , 盛夏 の 日 中 に は 全く 消失 する 。 

東園 山 か ら BAN SCORN, 29 個 の 火 日 が FES SECH AD, その 

原形 の 多少 保 た れる も の は 十 指 を 屈する に 足ら ぬ 。3 個 の 火口 の 合 し て 生 
Ck ERARKKOOD も , 東園 山 の 西 北 に 残る 泥 流 の 残 谷 か ら それ と 知 
られ る に 留 つ て 居る 。 以 上 の 外 に 二 個 の 泥 流 の 跡 が 地形 飼 に 残さ れ 居 り , 

AEROTEK 悪 地 々 形 は , BR OBK2 推測 せしめ る に 足る も の 

が ある 。 

PU OMI RCS, 上 記 の 佐藤 , 大 井上 諸氏 の 外 , KRARKRO 田中 館 
ROMWKDH 5. 大 森 教 授 に 依る と 隆起 層 域 は 長き 2, BEL IT, 155 KO 
高 る を 加 へ た も の で ある が だ , 其 後 時 を 経る に 従 つて 再び PBST 
に 至 つ た 。 田中 錯 氏 に よる と , その 最初 の 高 さ は 洞爺 湖面 上 55 米 で , 噴火 
OW (1910 年 9 月 大 森 氏 ) 211 米 に 隆起 し , その 翌年 170 米 (札幌 測候所 伊 
Were, 1911 年 4 月 ) ょ よめ 167 米 ( 農 商 季 省 飯塚 氏 , 1911 年 8 月 ) に 降り , 現 
に 大 正 五 年 に は 179 K CAA PAK, 1916 年 5 月 うに 隆 趣 する に 至 つ た も の で 


L) BPP MSH, APRA, WHS, 25 4B, 第 295 tito 
2) Y. Oinouye, ibid. 
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ある 。 大 正 九 年 要 行 の 参謀 本 部 五 高 分 一 地 園 に 依る と , その 標高 は 240 米 
以上 260 米 以 下 で ある か ら , 選 よ め 湖 面 水準 を 差引 いて も , 上 の 最後 の 値 よ 
り は 低い も の に な る 。 
新山 隆起 の 原因 と し て は , HREGEO OMBREIC BL, 大 井上 氏 の “ Plug” 
BoA O, PRC SHIRAI eMRS UTZ®% Dachschollen-Berg (Ape 
I) と 呼ん だ 。 党 時 の 活動 の 際 に 拠出 され た 物質 の 大 部 が , AEWA O 
泥 流 の それ ら と 大 差 な く , 何 れる も 地下 の 比較 的 漢 所 に 既存 し た WHC Ha 
する と の 見 解 は , KRBOBBRO 一 致す る 所 と 看 父 され る 。 RZFOKOD 
ら 屋 々 百 煙 を 引い て 拠出 され た と 云 ふ 所 調 火 山 弾 な る も の ・ ゝ 由来 に 就 て は 
異 准 あ る が 如き る も, 大 井上 氏 の 分 析 に 依 i た も ば HAL BMPS APRIL RE O 
それ と 大 差 な く , 叉 佐藤 茹 授 の 主張 せら れ た 如く , ZEMIN SHMROMR 
BCH O, 且つ 筆者 の を れ と 推測 せる 岩 塊 が 果して 党 時 の 「 火 山 弾 」 で あ 
る な ら ば , 何れ も ラク ロア ァ アァ の Bombe rechaufée で あつ て , 其 特有 の 気泡 の 
分 布 基 態 を 示す も の で ある 。 BS BHO 活動 の 際 に , WT REO 移動 は 
行 は れ た 事 で あら うぅ う が , 然 し 蓄 に TCOMEADPUOR Fie HER BSE UTE 
AL, を を 直接 隆 昇 せしめ た と 優 定 す る 必要 が 果して 存在 する で あら うぅ か 。 
これ は 有珠 火山 が HIRSH & BBE ea > BGS BPH UT, 興味 あ 
る 問題 を 提供 する も の と 云 ふ 事 が 出來 や 5 。 
有珠 の カル デラ BOA FT > (SHARMH 2 FO KBB & L, 其 東 西 
PISS 大 有珠 , 小 有 珠 の ドー ム が FAL, その ヵ カル デラ 族 に は 北 に 銀 
沼 , 南 肖 に 金 沼 茶 沼 が , RAK APE LAB UTES 4. FRBISINBERRE 
の 調査 管 時 (明治 四 十 一 年 うか 6 kde, 今 は 目 通 り 敷 十 の 山 毛 標 の 林 と な 
つて 居る 。 Ms DAROMMBD 6,22 北 扉 風 山 の 中 間 の ar F 5 Kc 
DOT, 山 毛 林 の 比較 的 大 木 ( 何 れる も 上 述 の 程度 ) 丈 け が 枯 損 し て 居る の が 
認め られ る 。 WIL 札幌 に 於 て 中 尾 教 授 よ め 注 意 を 受け , 特に 枯 損 木 の 分 


、 
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Ai BK PES. LID, SLOMAN, 西山 方 面 に も BEA IRD 6h, BRE 東方 の 
山陵 面 に も 同様 な 現象 が あり, 必 し も 有珠 の ヵ タル デラ に 限ら れ た 現象 で は 
無い と 思 は れる 。 

小 有 珠 の 錠 の 金 沼 は , その 水 収 欲 味 を 帯び 鐵 臣 に 富む 様 て ある が , 各種 の 
KATA DURAN EE UTES. KAPORMORIB (ARI CBO Hes 
C750, ANF IAHBE TH-ORU DAEROAEK HADATH Sd 

ANF F OAS PAMOAA BNO REC OR 6 22, 其 BAIS 540~ 
«ODO KITES 60 HARRI ORRRAS 路 同 様 な 高 さ を 示し て 居る が な が, 其 東 
方 の 延長 は 約 80 KV bb LUI MROMS KE UTE So 加藤 教授 に 依る 
£,86 <M HH (1663 年 8 月 16 ARORA (1822 年 3 Al2A) 
OD Fa FL RL FBO T ROR AVES, この 低 部 か ら 海岸 に 向 つ て HaaR 
HOOK EDC, Fb WARDS 51S, KAROWA REIL Ba こ 
6 ER (SRB ELBS) は , PABA EMO H OD, & OUR 
CHIeiRO BN t FEI COAT HY 6 ELE GIS 

BROBAR AABNBEOMEIL 7 2 7 O Vitrodacite C#L ¢ 
ETH Zo ZEB -A2—-=2- ~X-—VOK-AICHM BST SBE, MBAR 
ジャ ッ ガ ー 氏 以 來 認め られ , MHCACA RAC BES SEO, BRED 
外 , 大 有珠 頂上 の 南面 に 存 す SHE CRAABIOM 3), SoD HE を 記載 
L, 選 を ペー レ の ドー ム 及 び え スペ ィ イシ の ARIA LAGU T 褒 明 し た 。 フ 
リー ドレ ン デ ル は 園 丘 の 頂上 に BRORES 22H L, その 内 CIT 
岩 及 び 結 晶 片 岩 奏 の ある を 認め た 。 APMRAZ eA し て 其 大 部 は 安 山 
#2 RO URCE O BR & OS AAO» 附近 河床 庫 と 大 差 な き を 認め , HON 
APRA LICE S 6 米 に ET OW, Hei, KO 互 居 の 存在 し , その 安山岩 


1) Friedlaender. I, Petermanns Mitteilungen, 1912. 
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EES AMBALA TIA OL «2 > b Rid ICE Wea BS 8 A 
HICH Cah ES NO STALE LTB Bo 

KIEIUE (192058) BT OBRAM TAS + — bial CHC TED ¢, 明治 四 十 一 
年 (1908) 調査 の 加藤 教授 の 同 地 方 地質 賠 と を 比較 する と , 犬 有 珠 の 標 
高 に 著 し き 差違 の 存する 事 が 知ら れる 。 即ち 前 者 に 依 れ ば ABE, 小 有 珠 
は 夫々 725 米 及 び 6114 米 の 標高 を 示 し て BAD, 後者 に 依る と 『590 KK 
OU 580 洲 に 過ぎ ず , 大 有珠 に 於 て は 185 米 , BEE 31.4 KOBE 2 AR し て 
BO. 更に 明治 二 二 二 年 (1889 年 ) の 北海 道 訂 可 行 の 地形 周 に 依る と , A 
の 高 さ は 夫々 595 米 及 び 575 KT, MMB OD の それ と 大 差 が な い 。 こ の 大 
有珠 の 標高 疾 130~135 米 は 測量 の 誤 疾 と し て は 過大 で て ある 事 は , 蛇田 町 の 
北方 に 人 鐵 える ボロ ョ モイ 山 (624.3 米 ) の 標高 が 以上 各 園 を 通じ て MATa) RR Ze 
DED 6b AUR 521450 

大 井上 氏 は 明治 四 十 四 年 (1911 年 ) 地質 調査 所 の 飯塚 氏 の 測定 の 結果 
(大 有珠 736 米 , APE 609K) と 上 記 北 海道 虹 形 園 の それ 等 と 比較 し , 時 
な る 誤差 と は 見 余 し 難い 事 を 特 褒 し た 。 田 中 館 氏 は 大 正 五 年 自ら 測定 し て 
KA TAKEO 610 米 な る 結果 を 得 , 之 等 を 上 記 の 結果 の 外 測 定 方 法 の 和 制 
然 せ る も の 葵 干 と 比較 し , 誤差 を 参 慮 に 加 ふ る も 猫 有 珠 の 隆起 を 認め ざる 
を 得 ざ る 所 以 を 論じ , 且つ 其 等 の 隆起 を . 園 表 的 に 示し た 。 な は IRE し 
て は , 寛政 年 間 (1789~1800 年 ) OA isl FCA IEE) (KARO 75 BH 
に 読 て 推論 を 加 へ , 且つ 大 有珠 西南 錠 の オガ リ 山 (アイ ヌ の 所 訟 ) に 開 す る 
フリ ー ド レン ダー の 記事 等 を 引用 し て 居る 。 

大 有珠 の 隆起 臣 5 らく は て 小 有 珠 も ) SHH ERAT GSS LOTHSG 5. 
上 記 の オォ が ガリ 山 (大 小 の 有珠 を 連ね る 低い 儲 の 東端 ) の 如き は 成 局 短 態 を 


1) FAP AR 


aS 


論 及 Mw 29 (29) 


示し , 大 有珠 の 類 岩 園 頂 の 下 に 接 が る 高き 250 KY LORE ChKOLED 
ら 5 頂上 迄 約 250 米 ) は , He S P-L OMB BES SVE Lik Baw HE 
く , 寧ろ 天 通 の 火山 鑑 に 類似 し , 或 は これ も 隆起 の 産物 な ぁ や か 想 は し め 
Do 同様 な る 観察 は 小 有 珠 に 就 て も 得 ら る 可 く , 要する に 今後 の 精 窓 詳細 
75 ARMEM EO WEE OYUN OTARFUTH So 
ID PRS PSISAERD F—-2ee rv: vO Vaiguille (2 HILL, ライ アァ の 

Quellkuppe 2380, 火口 管 中 に て 既に 凝固 し た る 後 , 徐 々 に 押上 が れる も 
DEBI. CO 最近 の 報 丸 に 依る と , 大 有珠 頂上 に は 厚 さ 3 米 に 達する 
裳 人 が あめ,( 小 有線 に は 6 米 ), SERA, 結 量 片岩 及び 敷 種 の BW WAT 

(AMM a, 黄 鐵 忠 及 び 赤 嘩 確 を 含む 安山岩 ) よめ 成り , 時 に HE 03K 
に 達し 多く は 其 表 面 滑 か に 摩 僕 を 受け , 且つ 類 岩 熱 の 酸化 に 依 つ て 赤色 を 
BUTE 0, BECEORISLKAYEA OM 3 ETE OS KOREA L, そ 
OV if UCB EIFS WROBEL 6 BEC, 部 分 に 依 て は 
Ve OBI HROT RARE OR KOT? 園 頂 丘 の 南東 側 に は 其 初め の 表 
ORE 3 te CERRO Shr, 共 心 殻 構造 も 認め られ る が な, 其 以外 の 部 
分 は 破 考 され て 原 表 面 を 止め ず , 破片 は AMeKS TES. ARAM 
Zhe eH: OCRMMOMCAKH, 互 に ずり 上 め の , FOF OORBYALTE 
5. ULOBHD 6YX4 ¢, BIS SS ER OMAK ECE U, AMO 
タル デラ が 其 内 に 沈み , 水 を 売 し て 湖 を な せる も の で あら う 5。 MST ARE 
の 永 成層 よめ 湖 内 に 落下 せる 砂 春 は 水 の 漁 汰 作用 に RO TIL IC HERR LU, 
KCRG OPE DYE AILS OLRUTK ARON EMO PIT 
HAS DIL O, PAHS 徐々 に core Rew LT LAMY, 大 頂上 の 
HERE 2 URS LD CHR RY LD ZILBOKbDCHSS FED RU b 


1) Two types of Volconic domes in Japan, 4th Pacific Scientific Coggress, 
Proc,, 1929. 
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WER IC UC AE U, tae ell (= 際 し て ( ee ieee AD, RE eB T 
oh (OB) SR B72 4 Cit, RAO LAHORE, 既に 固化 せる 部 は 回 き 
周壁 4 GR LCR 2 4E U, RORMROMS & WE LCA 相互 摩擦 
の 結果 で ある と 云 ふ 云々 。 


田中 館 氏 の この 上 興味 深き 廃 明 に 百 し , ラク ロア ァ ゃ も 賞 護 を 惜 ま な か つた と 


聞く 。 モン ター= ユ ・ デ ー レ に 於 ける ドー ム 及 び ェ ー ギ ュー っ 生成 の 機巧 
が 直ちに 以 て 有珠 に 適用 し 難 き 事 は , MILB AGEb GOD, 類似 の 現象 が 多 
少 和 被覆 され た る 地下 に 於 て BO EET US, MRK BED 比較 的 原形 
を 保つ て 上 昇 隆起 し 得 な いと は 限ら れ な い 。 そ れ に し て も, HH BM RE 
Di DERMIS TiSLMO 念 を 禁ず る 事 の 出来 な い の ほ は , WK PALE IE 
DIDTLEWTH 6 Fo ANE LEO RSAC HMO OE OVER 
FEtOL & MUL, Harti tie BIS CRATEH Ao 

ZLEORDR LUM CHOOT, RA DORMOT DIKE HORMEL Sh, そ 
の 上 昇 に よ ょ つて MBRVET AC BOKLOD こ ゝ に 於 て も , こ の 地方 の 一 
MAHAR, KO KRM LICL GN}. 

APRIL ES DUB BRN ROC 岩 柴 重力 的 分 化 の 好例 と し て BO 6h, 最 


SEM PREG & ISULRIELIC BAC Bo 析 様 に 有珠 は 種々 な る 意味 に 於 て 其 


帳 者 に 問題 を 提供 する も の と 云 ふ 事 が 出來 や うぅ 。 


第 四 回 太 下 洋 黒 術 合議 列席 放 WATER Gt) 

e+ & Ae 一 
fad RIS LT, 海抜 2375m OBC tT 6 trite ET BB RY 
記 の 小 ざ ぐつ ば ぱり と し た 建物 に 達し た (第 七 園 )。 三 々 を 五 々 , 湊 く に し て 登 9 著 


1) A. Lacroix, La montagues Pelées et ses éruptions 1904, 1912. 


2°) Two types of volcanic domes in Japan, 4th Pacific Scientific Congress Proc. 1929, 
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DEA IL IPE R SIR BIR LT—HBOE DLS Bo HIRT OJAI, 温 
度 , AL, 風 カ AED ROM, Wicchert 地震 計 が 2 BHAOU ot K 
々 地震 の 水 下 並 に 算 直 分 力 の 測定 を 行 つ て 居る 。 Od RAH) ei) ow 
Hats, 地下 8 米 の 深 所 に 設置 せら れ て ある の で, 一 同 が と を 見 前 す る 色 
に は , WEOD WUE D> 6 7RZENAMSA A TE HEN A SHO th & IL Z 203K & , BENE Ze 


Mi L CHAE ADT PAE GRD. EF, 同行 の 小倉, MWK 


HOMPBOAA (AIS DGSSGKUP IU, 再び チ ス ル ペ ン の KF WICH 
れ , CUT, 午後 か ら は , 此 の 夜 此 慮 に 一 泊 す べく 療 て 申込 ん だ 人 々 の み が , 
此 の 日 の leader, Neumann 氏 の 先導 で て , 更に 海兵 2500m 余 の Tegal 
Aloen Aloenje#O ho 選 は 古い 火口 の 跡 , HED 4 we DH MHS KOT 
Rc oBRC, RBOMMA 2 CSET OVD BES, UWORB—BO 
火山 的 地質 構造 線 に 開 し て Fe if, Escher, Neumaun 諸氏 の 間 に 盛 に 
discussion が 人 飛ぶ 。 

BY, 再び 観測 所 に 立 角 9, MUIMERO FBC, ZICOM LE 異 9 Mork 
堂 の 事 と て 一 同 肩 8 すれ すれ に 一 つの テー プル を 取 園 む 。 常夏 の 國 と は い 
へ 流石 に 高山 の 頂 の 座 , 思ひ 掛け ない 事 古 5, 部 屋 の え ネ ぇ トー プ に 韻 を 人 然 い て 
Were LAK, 71 F ~-KRBRBD B. G. Escher, 米 の ラッ ャ セ KBE 
PRO R. H. Finch, AF SPREE T 名 の BL, バン ドン WA Peep 
Neumann, Bemmelen 氏 等 同じ 7 名 の HHL C, EAH T 14%, 
20) 70 AUER OK AGE BO FL, KD 論議 に 切り に FEDER < 
PERNA HCRRK2-t7 SCRE A, HOMES BU CH 
REGEO-RTHAOKo 

Bile PO, FAL YS ORF UT HONK LBL, 午後 , 打 連れ て 車 
PEROT Hr —lliao WepMM, G. Kiamis( AO CRAKE ME A tO 
HE HARM HB Kampong (4 ADF Yt) Bodjongwaroe Oy 5 Daradjat 


pete Ol 
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に 至る 道路 は , A ERMA OB 2D TKS OD 6 hr, Bi SILO RES 
な る 店 出 も 多く , foamy lava pie SRMRY Re BES IE 2 DRS 8 LSE & 
第 + aU o FAME 
: Star 
iy eRaeS 
RR 2 iF 
び , 場 所 に 
依り 0 色 の 濃 
RISA < ii 
Re Utz 
も O, Be IS 
> (61 To 
K Wo Bw 所 5mm fif の 
不 乱 明 白色 球 を 不 規 則 に 含む だ も の 等 が ある が ,Neumann に 依 れ ば , 前 者 は 
流動 の 際 に 生じ た 気孔 度 の 差 に HES EDEL GH, 叉 後者 は を 題 微 鏡 
下 に 松 す れ ば , 球 の 中 心 に 何れ も 長石 の 核 を 有する 事 が 知ら れる 。 化 幡 分 析 
Dit AR, UO RM OSIOn OD A HISD 76% AY EOE, 願 る 酸性 の も 
の で Niggli 7 wv 2 SPPARIAGEN (, engadinitic 乃至 aplitegranitic magma 
CBS. CUT, RRA —-ROP CRT, FO の 含有 量 は Fe.0O; OX 
(ICU CHICA 6, 従 つて 冷却 速度 の 極め て Bo Chote 事 も 想像 し 得 
So MO fc fa} Goentoer -K 1] OME 4 tite & RS A he ae 
6, BEBE 6 MEH Bb BULK, ダル ー に と BY, こ ゝ で 先着 の 第 4 
VERO SHED AA LAL Wr — (hi 717m の 高地 に 在 る 瓜 嘱 尾 指 


OHESHET, 附近 に は Tjipanas の 温泉 や Bagendit 湖 等 の 遊 忠 地 多 く , 敷 名 
DEED TT va > LUMP CHOKE REC SIH} RB 
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#6 it SI THRO % SMBS し い ( 第 入園 )。 
明け て 30 日 の 未明 , MIRC Sao ov we (Jogjakarta) (x1 U, fe 
第 八 47 SUES Co 


ZN wy KX 
(SIME OR 
ん ど 中 肉 に 
fe Ute av 
ab C, 4 fal 
サフ レタ シン の 


Te Paes) apc 7 ae a が あ 

So HRFLES, TS CRT 更 に 見 る ささ の は ジコ クジ ヤク O sb 
25 BO) HCE O INO, その 名 も 高き Boroboedoer の 偽 忠 で あぁ つて, HEE 
Kis KUM, KAS O Eee wi IS, HOGO ANG GS & & RRR < AE 
は ざる も の が ある 。 

此 の 晩 , 此 の 街 に 在住 する 邦人 氏 宅 で て, PEMD IB EK SPMD 開か 
ね, 本邦 代表 40 HOMES EI EL, 久々 で め づ らし い 和食 の Be 
Ko 

それ か ら 又 , BA, KUAAHOA EO AD ROT, 一 夕 TEE 2p 
te BMG ERR @ HE LR Li AAD, BC Finch 氏 等 か ら 出 て 居 つ 
HOT, Rik, UO, グラ ンド 示 ホテ ル 前 の 芝生 で , PLERHMARM 2 ¢ 
QT LUBA OHO CHIU) AES HH AGH, 松山 , Finch, Escher, 
Neumann # C+) DWAAAMOA 2 lO 4B, bk る 話題 は 主として aS 
B, Hi, KWEO 最近 の 研 完 問題 で , S&T eELT REL O BW 
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DARE DRE AK. REPRE パ ペ ン ダ ャ ン の GAT 座長 格 で あつ た 
Escher, Neumann 氏 等 は 深 更 に 至る 迄 も 有 熱 心 に 種々 の 間 題 に BUC, fais 

第 tt 回 DEER RK 
Uo HO 
太ら 

FEIT 
は , HOR, 
(3, Tosari, 
Bromo (0) 
火山 へ と 引 
貫い た の で 
FY SE ag Fv HOTD; 
Bar Sx EAB OME C, RE 6 Ze RIEL T AD 5 ONY CIA, BIS 
つか ね ば な ら な か つた 。 PBSEULW34O, AHS LW 2O, Hie KO, Hl 
CRU B&D ERD GRA, ORD NCC HOHE ER TEE T (SHOR B, 
多く の 深い 印象 を 土産 に , 名 残 を 惜しみ つ ゝ , NEOBCIRE ED Ko & VU 
ベス , ボ ルネ す , 或 は 比 律 質 群 島 等 の 島々 の 間 を 通航 し た BO OMCE, 其 
の 山々 の 形 が 何時 迄 も 県 れ 難 く < 特に 美しい も の で あつ た 。 

HAS O, 旗 行 の 終始 , HBO MAC t AH L MOTs MRI ER 
謝 の 意 を 表す る 。 叉 族 行 中 , BE 7K DERBI HS TBC RC BLO AFM 
表 の 方 々 , UICMEFSHMOSMBMOD AICS 6 MRED SO. fA, こ ゝ に 
WRU EHOLS, EBD 6 TRY 6K’ OCH O37 list UT, 
赤 其 の 御 好 意 を 謝 す を 次 第 て ある 。 5) 


cea 
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wy GR 
MSR tise 


£65, HRA OMMEBIEEO BR 
Alling, H, L. 

BRA DW & GAL OBR E Ka 
ST HRILS AESRMoOM Ric LY CHK 
せら れれ 夫人 等 の 間 に は か な り の 差 あ り 。 著 
者 は 是 等 の 曲線 を 用 ゐ て 終 長 石 の 成分 を 
RET SHAM te SHE LAT SY 
を 多 敷 の 曲線 に 就 い て 研究 せる 結果 OS 
等 曲線 を 統一 し て 一 致 せ し むる 事 の 不可 
能 な る を 知れ り 。 其 か る 結果 を 得る に 至 
り た る 原因 を 探究 する 事 は 困難 な る る も , 
EL ULTRODMBKE SRO ML, (D 
HEL LCHOkSLBDHORSBK 
信 を 置き 難 き 22, OPEACEBRAR 
分 の 存在 する と と を 度 外 宜 し て 終 長 石 は 
CH EA LIRRAOMMERD ORK V 
KS LORD SIRE. MIZE oO tet 
今日 最早 基準 と な す に 適 そ を ざる も の に し 
て , 最 る 適切 な る HBS 3 Bic id HES 
精確 な る 資料 を 必要 と す 。 PT ( し て 得 
た る 曲線 は , 恐 ちら (は Re ALO D 
な き , む し ろ 赴 泊 た 近 き も る の な らん 。 CJ. 
Geol. 37, 463~483, 1929) う て 〔 加 藤 ) 

556, 硫 物 の 多 色 量 に HI SRO BER 
U halo の 成立 に つき て Poole, J. H, J. 


Pleochroic halos H M2 IAT | 


SLR, MKCK Y MBH ow の 色 は 次 第 に 
halo の 色 に 近づき 途 に は halo or [K 


別 し 得 . ざ る に 至る と と を 知り , こ とこ れ よ 
Y halo の 形成 せら る まひ は 2z 粒子 に ょ り 
て 時 圭 母 が 胸水 せら る ヽ く た め な る べし と 
す 。 (Phil, Mag, 5, 132~141, 1928 (ye 
BHT ) 

657, «8 | >= 7 Gearksutite, 
Henderson, E, P. 

AT © DHT DHE LIL KAM © 0.96, 
Al 15.09, Ca 22.15, Na 0.20, K 0.05, 
O 5.42, Hy,O 15.52, F 40,20, 4 m4, 
xt (3 Ca.Al.5(F,OH).H50 に し て 」 FY | 
YIYV RAVFIVEOCUDE Y HH 
Dixie (, MAHA 1.457 V5 heoO 
it Trenton A IRA) © Hi ICAL, A 
色 に し て 園 形 を 有 す 。 種々 の 温度 に 於 け 
IK CA BGR EE) © REL 200°C 以 下 に て 
は 減量 な く , 著 し き 減 量 は 300°C 以 上 な る 
Hens. CORALHLArY DAB 
含有 する SWRA AHA BIC BRL, Bt 
hia LY, ARR HRS HWP AR V 
供給 さら れ , gearksutite の 形成 た 都合 よ 
& RE HLA CAm, Min, 14, 281~ 
285. 1929) CHAD 
558, SHAWHERE 安山岩 中 に アノ マ 
AbTHET SKK AOR 
ime BUTE 

Sq IN AHE Hh ic (LERSR 2 種 あ り て , 1 は 
DIL IR ATAA OCC ょ り 1000°C Few tn Ic 
BE LER YS BR. MOR 150°C cpr 
CUIK INL, MA Sia 
LL, RRA MHEANA と し て 知ら 
る ヽ ゝ も の な り 。 國 雲母 に た 於 て ゃ 同様 の 事 
BEV, 7754 bRMO PRAMS 
BULE BOXS%, Aa 4 vy VEO Ki 
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BK 


凡そ 300°C), KICK CHARIS © THA 
AS OAL Ye ICS CHES AWA 

に , WERE BA WO HSHRAW O KIS 
を 形成 する 石英 安山岩 に は 2 種 あ り て , 
AIBA ICL f % Ric L, LIKRE, 
{Wie BRT 9 MA OB KA EHH 
UL ¢, ERMA M We LCA AR, MER 
Ai MRE, 角 内 石 及び Hie 含有 し , Mi 
FEB & UCL BERG RU BEE & (PS 
b, feta SIC ES SANFL, HoAnAk 
URE REC HED Pid SEAMS. WER 
灰色 右 英 安 山 岩 に TUL, TO 褐色 角 
Aik ree ¥Y YA OBMBHE?AL S 
IC, 淡紅 色 の も の に 於 て は , FAN AMZIN 
岩 前 に し て , 黒雲 坪 は アノ マイ ト 種 な り 。 
換言 すれ ば , fA & MU & x, RACE 
BAP OS OWMIEK BIC CRE T 
BREE OY OMIEK ARE TY o 
bik OM ls 24 2 MOREE © MA & 
究 す る に K 際 し , 興味 深い LOWER Tr SH 
Rizo~Llo HUD APES mLL 
Gk) Car FA J 
559, ダダ 4 ヤ モ ン ド の ピ |VYILS 
Wooster, W. A. 

万 力 C300 BH) BRA EVO BLA, 動 
括 を 少な か ちら し め て 測定 そ さり 。 使用 せる 
ダイ ィ イヤ ャ モン ド は 八 面 体 の 面 に 平行 な る 大 
REMEAS SAR の も の に し て . 一 は 
isotropic な り し る ゃ , 一 は SRR PT eae 
BVO ULY=VsAsRotosnxve 
%, CORMREOREL VARI SC, # 
LZSVESFSR’, KOLO’ AHA 
の 一 ょ り は 小 な る ささ し 。 CMin. Mag. 22, 
65~69, 1929) (yea 


560, 聖 鉛 結 晶 の 双 卓 面 whi esi 
著者 は Strain method k V CHM OMG 
立 結 唱 を 作り , そ れ よ ょ より C00013, C1010), 
(11205 の 3 #8 A RSE LIOR MIC HS 
て 機械 的 歪 を 加 へ た る に 一 定 の 形 を 有 す 
る 暗 影 (Silhonette) と 規則 正しき FA & 
生じ た り 。 雌 の 割 目 は 昧 な る 割 目 た に あら 
FL CI OF MT & Bre he BMV a AT 
} Hi hi Th © Wet — BY BOLE — te Se 
知れ り 。 WUCKHA HOMO FIA @ fh 
$y RRC WE L UA TA (4 C1012) 1 4H 
TES SEWED, RIC 基 双 品 法則 の ite S 
EHEL oC OBO CHaNre 
SHAM OV e WEL. zt & 理 
AMM IC RA SX SMM MoOMs & Alay 
KRDOESLOLIE MRL ZKHOKFTO 
僅少 な る & HV, SHE TL の MATT (t 
C1012) we 3 HS HED YS CT.R. 
Tohoku I. U., 8, 479~489, 1929) ChE 
561, EESROA SR Th HH 

HAS D tn & Hea BIB OME SAK Hh 
を 造る Bit 困難 と せら れ た る が BK 
Strain method (C k 0) CHIPMoO HE 8mm 
長き 150 mm ORM MEGS 事 に 成功 し 
た り 。Strain method は 金属 を anneal し 
FLO Hit HT SIC LY CHAE & HE 
SHREK LCHMOWBSAE, $0, Tr = 
=2 | 等 の 如き 延性 金属 と は 基 趣 を 異 
に す 。 著者 は 本 論 衣 に 於 て 其 Straining の 
方 法 , annealing の 温度 と FCW IC Huse 


WR TUT L Chere SHIH HIM 


LCS mir Y (HERES 有 を さざれ 
ER, MS MKS OH, HIMEV CihkoO 
Ha tis & Yr Te] COOOL IC Yh 8. THT EAB 


b 
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CAPE LANE te 3 RTT 8 ALDI 2 te S 
CT. R. Tohoku I, U. 8, 471~477, 1929) 
C AnD 
562, ARBhICSHS> Authigenic 
feldspar Singewld, J. T., Milton, C. 
New York jij Glens Falls \c #e3#> 
Trenton lim-ston (£4 ¢ ¥E NA IC LT 
FO JAE LIM BY, GRAK Ih の 
SRAMKHEIC kD BEV MURA BUHE & 
す 。 ILO TCH & HEMMR ICC RH LCS 
KILO MB eb Ptr iUZHORF eB 
せり , 此 長石 は 大 きき &0.2 mm へ 0.025 mm 


LTH (lad aii oF KER SK 


の 自 形 を 時 し , 双 上 品 を な する も の 少なから 
To FOCBW EA kU HET ICH BA 
CAT 9 WEA LAE te 3 ARK & IL 
ICTEAET SRAM A OBR VIL SIC 
BVT IERIC EU CAKES BOIC 

LC, dah OMA IFA RRO Rb YOR, 
WROD WAY TST L, 並 に Hay 
位置 の 比較 的 に 洪 き と と 等 に より て , th 
石灰 岩 は 生成 以 來 地 秦 の 温度 に 比 し 著 し 
き 高温 に は 潤 を ざる も の REAL, AF 
AR DALIT HR AS EA CR © MS & Ss 
BCLATS.OS Wi, WFAA i 
fd SYRIRIK S BARA BIC authigeni- 
cal に 生成 せる も の な リ り 。 (Bul. Geo, Soc, 
Am., 40, 463~468, 1929) Cini) 

563, 砂岩 中 に 於 ける 自生 加里 長石 の 新 
現 出 Reynolds, D. L. 

SE LEICA A FY PI BRET 
6 = BDA OBA BME ETFO AS 
fH] 378 SRR), —AA ICRC BEBO 
Ha GOO We th SZ RIC TEPER Be DE 


し , 一 時 と の TRY & TERA E 決定 せり 。 
MEKCORORAC LY SAUDE 
BRU PMB IBS SS 事 を 知り , A 
同様 な る 自生 長石 は 他 の 岩石 中 に も 存在 
PERRET Y 9 MAHON MD 
APORER AICO, % OFF HIB, HE 
EA RTE, 及び WES 決定 し o. 
火成岩 皿 に 産出 する 長石 と TEBE L, 
更に Keuper marl, dolomitic conglomerate 
及び magnesian limestone k VY PET S 
自生 長石 を ML, BRKT ORAM 
ACK), 即ち 砂 岩 VA AKRaAt 
中 に 少量 た に 谷 有 さら る る カオ リン (含水 
EERE kA © Je kT AE 
る 酸 の 作用 に ょ リ selective absorptipn を 
行 ひ , 海水 及び BOK EV 加里 及び そ 
の 他 の アル カリ を 吸収 し 加里 長石 を 生 戚 
せしめ た り 。 庁 し て この 長石 は 砂岩 の 洗 
積 の 時 代 ょ より その 後 北 結 し 終る 時 代 間 に 
BST 生成 そら れ た る も の な り 。 (Geol, 
Mag., 66, 890398, 1929 CABZAR) 

564, “7724 bHO RAO 種々 の 型 
の 成因 Andersen. O. 

NP AA vIEROAS HRI Tit 
Na-K ARR A A ld % 1 dh th LZR S o 
z= OREPE IC HC & rhythmical, simultanc- 
ous crystallization 1c {Ko t ALBA L KE 
石 の 少量 と の antiperthite intergrowth を 
生 ず 。 Le ORR © PIC PET ia exsolu- 
tion に 依っ つて String perthite 形成 せら れ 
resorption 及 replacement の 作用 も 行 は れ 
始 む 。 筑 一 横 段 に 於 で は 長石 の 上品 出 主 な 
S PIHEAIC HS (IC PEO BIC EL 
る 石英 長石 は 冷却 し 始め て covtraction 
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8K 


ーー 


cracks を 生 ず , 著者 は と の 際 起 り TEAS 
BAO BARI &, ie eft 
EOF HD Y BA ORIVIRIC BED S PUR 
結果 を 用 ひ て 詳 論 せり 。 次 の 橋 段 に 於 て 
は replacement 及び resorption O {EFA (a HE 
RM LIS o BOSON Y SFA PPK 
ED 3 cleavelandite は TOREBO LOR 
S~Lo ARAM WIIC AE S BA ICHO T 
microcline の 特種 な る FH fh} WC ORE 
段 中 た に 行 な れ , 更に RO RIC’ RR 
Te LC CO MAF ic ie albite, 石英 基 
他 epidote, muscovite 4¥#IF LRSZ_ zt 
ORE RRIC PS T (LH 28 9] & OD S&B Mae 
Bt RHE WT SIC Mize LT resorp- 
tion 2 replacement の 作用 を な し albite 
の perthite vein を 作り , そ の 終末 た に 折 づ 
き て は exsolution にょ っ て film perthitc 
を 作り と れ は 炊 の え テ 」 ヂ デ に も ゃ つぐ で ぱ ヾ 【。 
第 三 段 に て は microcline 示 albite に て 
replaces Z\ 024% TEU ¢ chess-board 
albite の 加 き 特種 の 長石 を も 生 ず ベ し 。 
CNorsk Geol. Tidssk. 10, 116~205, 1928) 
CEH) 
565, tA#N@ oriented intergrowth 
OBSOHH Gruner, J, W. 
Magnetite-ilmenite: magnetite—hema- 
tite: hematite—ilmetite : magnetite-—spi- 
nel: sphalerite—chalcopyrite: chalcopy- 
tile—bornite : bornite—chalcocite : chal- 
copyrite—pyirh stite ; chalcopyrite—stan- 
nite: silver—dyscrasite 4. 1 metallog- 


raphic microscope に て oriented inter- 


growth OHRLBALO KDa CH 
せる に , HOO HROMMoO 原子 


万 別 及び その 距離 の 殆 ん ど 相 似 た る ( そ 
OKDHS %1~26 KIX FS) HAA 
yc intergrowth #23, Dtr{ Ed 
Ete S 4b Bt MZp ik -intergrowth & ted py 
DICTED BB OF Vo Wr HAMM IK HS 
F 3 PB ORE KA © HA Wee SRA 
RM COB LO kif et os 
の と 推察 せら る 。 上 掲 の 諸 例 に 於 て は ;, 
と の 共有 接 奏 面 は 酸素 及び 硫黄 な る も ゃ の 
Sib, CAm. Min, 14, 1929 227~237) 
〔 渡 邊 新 ) 

566, 沼 鐵 列 の 物理 化 皇 渦 研究 
ZENR 

567, 本 邦 産 満 俺 琉 類 «AN IM.692 298 
668, 酸 牧 下 土 の 成因 本 梓 i598 S8R 
669, Ft 中 の 季 有 元素 稀 高 有 硫 物 本 
fi) 702 2% 

670, ムラ イト の 本 質 A701 SHR 


BEBRU-ARUS 


671, BRBR SAPO 第 一 鉄 の 定量 法 
Soule, B. A. 


本 欄 689 


岩石 中 に 含有 を らち る る 第 一 鐵 を 精確 に 


定量 する 事 は tw Cc MEIC UT, HERG 
OR SAHEC KV CHADMET~* 
結果 を 得る 能 は ず 。 著 者 は と の 方 法 を 履 
良し , よ ょ り 精 確 な る 結果 を 得る に 至れ り 。 
WS ASAE SIC ME te Se OIC 
JEP ULC, BS Pyrex flask rp ic FAT, 
H2SO, LHF LEY CAAANB & BRS 
LB: か 《 く し て 得 た る 溶液 を 直ちに KMn 
Os に ょ り て 滴定 する 方 が 好 結果 を 得 。 
と の ERB TAREE DART SEV, 
ZOPKK BESS ASKBYS 3 MELT 


pb 
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は ざる べから ず 。. 然 る た HCl と HF と 
を 以 て BAA e DRY LY, KMnO, 
の 代り に CeCSO4 う 2 EHD, i UCEA 
able & Y Sexe Bk & RES IC HME Te S {As 
得 ち れ ; HANES 行 ふ 必要 な し 。 何と な 
れ ば Ce (S04) う 2 は KMnO4。 LY OH 
な る 酸化 兆 に し て , AS の 存在 に ょ り て 何 
等 影 張 を 受け ざれ ば な り 。 (J. Am, Chem. 
Soc,, 50, 1691~1694, 1928 ; 51, 2117~ 
2120, 1929) CARAS 

672, BRR APORE, SLAMS 
二 鉄 坪 量 の 新 方 法 Shinkai, S, 

Th HERO BRICIES ( 5 Ca silica 
hydrosol KET yey & INANE IE 
せ ば, hydrosol は hydrogel (c #445 Cb) HH 
UP VEY YER E ABI x. Bes 
逃げ , 水 酸化 アル ミ = ウ ム を 生 ず 。 著者 
の 新 方 法 に 信 i れ ば , FER, 水 酸 化 アル ミ = 
ッ ウム , 水 酸化 第 二 鐵 の 合 量 の PUR ET 
る を 以 て 玩 化 水素 及 濃 硫酸 を 加 へ , KE 
C EER & hat LEA RR LBOKM Ome 
定 む 。 EKBLRBLA—wBoOMM IY 
通 の 方 法 に 依り 分 離す 。 CRT A 
am 3C PSR 139, 1929) CHE D 
673, BERS MKS BABY 1 
DER 

PRES RD IC Bee bt LERAK A BE 
Apia RUE 2 Ria A, 4 1 
{HO BBE A RO EE RTD IC iF 
HEL, BBs BAM AACR SERK> 
| クラ イト 及 ア リ 〆 ゲ アラ イト と 同様 に 母 
HSH OBER IC SCHR © Ha ATER ORE 
果 と し て 内 生前 に 形成 を る も ゃ の な リ と 考 
A, か く @SEYnIC HAN TE & BEIRALAR 2 © 


AVE AS SICH) LIA IE & Bee 
し 時 期 に BIRSV LT 2, UK HAE 
FR 56) WEI aS Kes RE HY Bil BE © FAME 
KPA Sore) Lame Y of WH, 
36, 359~387, 1B 4) (A) 

674. BES tOSBRANSF TAGE 
Watson, E. H. 

Maryland, Howard County の Davis [yf 
WD Frost マゲ マタ イト は , AES ty 
Ai & OPH ICANT 3 Bez 300 feet 幅 
100 feet K3SEFS’DIC LT, HHO SB 
HA eA EGR t TF Shaub 氏 が 先 に 
New York の De Kalb Jurction 附近 の 長 
AKL 研究 し , この Frot 岩 脈 と ょ く 
FAM SS Be 見 出 し た り 。 MBA HH 
iA Ra PIC 起り , そ の 周 園 を 廣 《 Bate 


- し , 耳 つ 秀輝 石 , BARNA, CEE, HA, 


WO, 煙 水 品 , BRAS L AL a & 
作る 。 Shaub 氏 は New York の 岩石 の 成 
因 に 就き 簡単 な る ペグ マタ イト の 導入 と 
は 考 へ ず し て , MLO ttemaAk 0 Rat 
OKRA BK ~ BHA BM © IK 
し て 最初 石灰 岩 を BMt L, 後に 置換 た 依 
0 CEA EYER D LEARY, BH 
し て 著者 は Maryland o Aiki EMOR 
ABR LC, PPR H © HE 及び 同 
化 に 依り て , BHARVU 他 の BART) & 
生じ た リ と 論 ず 。 こ の 理由 は 種々 の 守 例 
を 引き , ペグ マタ イト 及 他 の AA SE 
HA HEE, ROTA OLA RW IRD © 存 
BG MEK CO BIKis HO 
FRCHAS BRECK Be bas 
Lo (Econ. Geol, 24, 611~625. 1929) 

CHF D 
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675, DP | Savion A7voa4 b 
Pegau, A, A. 

ツア | Sav NOM AP ICR ¢ 
現 出 する ペグ マタ イト は , 多 の MKS 
SMMLEL, LAO 長石 RULERS 
種 の 原料 と し て 利用 せら る る を 以 て 有名 
な り 。 HOT ZIT S PRK] 45 の 
BREATHE Y, find 詳細 な る WH 
ALAA ea La’ Oot bls, Mic eHlt 
C1) Amelia Area, €2) Goochland Area, 
(8) Ridegway Area の 3 主要 地域 に 就 
き , ペ グマ タイ ト 及び それ ら の BOG 
AICS S HEA RO AE ah & 
we, WL 8 thke 4 Bx wD Him 
分 に た 於 て 多少 の 特質 ある 事 を 示し , 更 に 
BRADY & LC HB HEA IE AL 10 DB 
MO MUIKDS STOP EMV, HR 
後に と れ ら の ペグ マタ クイ ト を 生 ぜ し め た 
る 世 岩 此 を 簡単 た 論じ , (3 う は > | OR 
VAHL YAU, (1 う , (2) BZKKRET 
ポッ タ シ ュ = | ACB wU BA VU PAs tr 
し ゃ の な り と 結べ り 。 CONTR 
bik 0 es 6 AAR e Uc Aah 
BA, TH 及び 其他 天河 石 , 月 長石 , Rite 
Mea OBA V 。 (Am, J, Sci., 17, 
543~547, 1929) (根本 〕 
6/16, ペグ マタ イト 中 の 長石 の 種々 の 型 
の 成因 本 摘 564 人 参照 
677, HRA AH 555 She | 
678, 石 友 岩 中 に 含ま る > 自生 長石 に 就 
て 本 欄 562 22948 
679, 砂岩 中 に 於 ける 自生 加里 長石 の 新 
現 出 ASH 563 参照 


680; Daini 火山 の 初期 及び BHREO | 


Gk. 


午 造 差違 Liatsikas, N., Georgalas, G, ~ 


1926 4B 5A ey bY YD Dafni Jey] 
が 噴火 し , 2 種 の MEE TERN PNR U4 
TO PRR YE & AE 0 0 著者 は とこ の 2 種 
OWE Ko & 精細 な る 研究 を 行 ひ し に , 
MEERA RODD D 22 HB ERD 
られ ず し て , FIC % © 現 出 状態 及び 特に 
SAA ESE IC SC EOL & AD B Hl & Had 
Yo Wh PH OA BIRR 
JMR © 微 唱 を 含み , BP 基 流 品質 
Hike Be SIC 反し , RMA O 石 基 は 
っ の 異な る 上 唱 期 を 有する 多量 の 短冊 基 
長石 の UK RA, WMLUCCNRbORA 
(L% OM MIEREKE CHSC HA XK VF 
L( BEL, KOC OHS HC BIE 
Ate 0. CZbI1. Min, Geol,, B, 837 ~342, 
1928) 〔 根 本 〕 

681, ウン ガル ン 火成岩 の BAB 
究 Mauritz, B. : 

CORAL Matragebirge (CHA oA 
英 粗 面 岩 及 び 容 山 岩 の WW By, aT ae 
Hy U EEA BA Ep & ame LS OVS = 
OW ICHSS る 石英 粗 面 岩 は 海 旗 噴 火 に 
ょ り 少 《 も 3 回 線 返 し て WAIL, AR 
Ald EL UCP RHE ICH Bt LY OF V 
着 者 は 彼 自身 の 分 析 な る 20 の 新 分 析 結 
ALY 岩上 央 分 化 園 式 を 描き , か 《 し て Hy 
FE PEA EG UL BRAT IK EE Fl] IK JB 
すべ きも の な る HE FHV, Matrage- 
birge の 北方 に は 魚 新 世 の 玄武 岩 現 出し , 
と れ に 就 て は Harwood の 多く ら の AK 
WRS VC, と れ ら の 岩石 は 灰色 玄武 岩 
(Tephrite) 及び HR GLIA て Basa- 


nite) と し て 記載 せら る 。 (Fortsch, Min, ~ 


» 


Pa 
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Krist. Petro, ‘11, 16, 1927) CC 根本) 
682, Gleichenberg 噴出 岩 の (bE 
分 Marchet, A. 

Gleichenberg の 古き WEE 2 @ 4b BaP 
は 未だ 正確 に は 決定 し 居 ら れず 。 Sig- 
mund (2 (iG, HLT 4, An desitoid, Bly 
に 分 類 せ り . Te KI ik 40~65% An の 
SRA, BEA, Bu 石 的 PHA, ie 
HEAL, MUA, ABE te VY. AAMT LY ZS 
へ ば Gleichenberg D7 (SYR ICHAT 
SWRA EY Xv AIC SLS hy ¢ , Becke sg 
の 純粋 な る APAAK LESS, MAB 
洋式 に も あら ず 。 安山岩 は 辻 際 の 安山岩 
Rika & Bie), HR の 少 き と, Ks20 
の 多量 な る と は , EMI 富める 正規 の 
Monzonitischen #4 af 1c FHS SE Mera- 
nokraten WO % の は 簡単 な る 安山岩 に た あ 
らち ず し て , ア ルカ ヵ カリ RMAs Mi Aw 
RUE LCRILE SRALOMVS 
AlgO3, K20, SiO2 に 富 あ る 粗 面 岩 は 
ERICH DY SEMONRAMN GEE AL 
正しく 粗 面 岩 に て 表 は さる さき 成分 は 稀 
れ に し て , 少量 の Leukokraten BA Ow 
その 名 稀 を 保持 し 得る の みな り 。 Fort, 
Min, Krist, Petro, 12, 144~145, 1927) 
(河野 ) 

683, 本 邦 産 婦 武 岩 の 磁気 の 測定 松山 
SEG 

ASFRASIN, FUN) BAKER び RI OK 30 
BFK VRS る 第 三 紀 時 代 並 に 基 の 後 
DYKE OC 標本 に 就き , BRO 方 向 と 強 
さと を 測定 そる に , 或 る も の は 北極 が 基 
の 産地 の 現在 ら 地 磁気 の 北極 の 東方 に 約 
10°~ 20H a, MLO Olt ZEMAER 


Bo Fic A RASS eMNV, 2H 
DERBI MPH oO 営 時 , 地磁気 
の 方 向 に 帯 磁 せ る も の な る さく , WA 
BR OME D SAINI HY 470 年 に し て , 其 
の 振幅 は 約 16° te BWR WHA LT, 
HAD HEI B weil (94 Oia DLO KK 
過ぎ た り 。 CVO AAE ES is B item BC 
TRAE) (AHA) te 
684, Lassen Peak RHEPASEISENTS 
Volcanic domes, Williams, 

JED 附近 50 SHUEY IS HL % 13 個 の 
domes が 存在 し , 其 大 部 の 者 は SAREE 
RUA V 成る Brokeoff Ay PIC 
56002, L, Ht BRS AA BEI GL VY MS o 
即ち Brokeoff Caldera pyic(z - Wee & AL 
ざる な り リ 。 最大 の dome は ラッ セン 峰 自 
身 に し て , 最新 期 た に 属す る は Ghaos Crags 
と 移せ らち られ,200 年 以前 に 出現 せる 者 な 
り 。Lassen Peak の 東北 方 Divide Peak m 
PERI AA IC S S dacite dome は , 他 の Las- 
sen domes m% ¢ gs solid plug と し て 押 
LEG bHESK 反し , 2IAHO AME 
) OBIRIC k V-C Re B Endogenous 
dome 7). CAm, J, Sci. 18, 106, 313~ 
330, 1929) C_EFAD ; 
685, SHAW BRRWSRISCP SY 
4 beEXRT SERRA BOMMIEE 


| Asie) 558 23FR 


686, me BAW We 

著者 は 本 島 に 4 期 に 分 れ て 噴出 し た る 
各種 燈 岩 の 精細 な る 癌 察 を 綴 て , ZEO 
RELWBATR & ES AB © IGE T と 
化 凡 分 析 の 結果 に ょ つて 究め た り 。 証 し 
CHA © aes, GIVE O 結 品 
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& 


TEJA DBRIIC WS B RAE te VY CSR OP 


<, Bowen の Or-Ab-An = RAE Gal を 
FAD, 本 高 火山 を 構成 する 各種 流 紋 岩 は 
元 同 源 ょ り 部 分 品 出 作用 た に た ょ り 互 に 異な 
SASK E 辿り て , MBG tA EL 
岩 に 分 化し た る 者 な る 事 を 度 明 を せり 。 尺 
RUG © BMD, 結 品 と BIEL OM 
RE IC HBR Birk BF (EBRD HII HS 
ける 短 時 代 を 表 は す も ゃ の な り と 。 人 千本 上 島 
火山 と 隣接 諸島 及 伊豆 御 島 と の 地 福 冒 航 
Wi AA BARE bik~ bre Y, 
(Bull, E. R. 1, 7, 2, 269~334, 1929) 
C_ ERD 

687, MfARENE Gunung Api 火山 
Ehrat, E 

1512 年 以来 噴火 の 施 鉄 を 有 し , 近く は 
1911 年 に 10,000,000 WIPKIC BF BH 
VER a OAR EEK Do kD 
新 火 日 を 初め , DoroMontoi, Solla Calde- 
tia, Branno Calderia, Kalubu “10 40 
FACT Bk & Bost af iC Hb Hy I< BEL eS 
外 , ZEO KOKRIKES 3 WAR FLO BE 
EWELS Yo ita 70°~97°C KBE 
すれ 共 , LLL AEKO A DAIS 70° ~73°K 
し て , 他 の 者 に 比 し て 低温 な 。(Z. Valk, 
12, 8~14,1929) (_ ERI) 

688, 火山 の 形 FARE 

AWE UAE MLAS, AM tape 
OLD WPM AAR AS A SHV dw 
[REO FIC, AM WARD ERS SRB Y , 
ZAG IC A EL, BARS, 後志 , Bal, 大 山 
HR: BEAK O 陸地 測量 部 五 高 分 一 
We AO, BAO HEM GEK BS 
BEET ZEYV PARI 放射 線 を 


8 L.&Hii|_ Lo Profile を 作り , 更 に mean 
profile を 作り て 山頂 より , profilerp MH fe 
山 に 特長 た る 各部 へ の 水平 正 離 と , 各部 
の 高 さ を RM, Hencky の 理論 に 従 ひ て 
算出 せり 。 即ち 基 般 の 堅 さ は 普通 岩石 と 
EME L Or MY LC, 約 33 kg/cm” と な 

Zo Rib OFS & Reissner の 理論 を 雇用 せ 
(ZH OME AIL, 夫々 の 山 に て 異な り , 基 
Mill ia) 15°~35° ょ な る 。 

HRA 赤城 火 出 の 如き FM sho psp 
yA? SAUL E PEK, 隆起 の TA LIK 
在 る 十和田 , HE, 洞 人 和仁 の 三 湖 と の prosle 
を 比較 する に AUK 逆 を 示し , 以上 の 成 
因 に 正 丘 し た る Magmatic process の 相 
HIS SA SLASSKOML, (Ball. 
E.R. L, 7, 207~221, 1929) CERI) 


& Bik eB 


689. SRO MB (LBAH | 
guchi, M. 

Fy BIC SCH BOS EE te BS HK D — 
CULT, WoORA KL CHILLY, — 
PRILIRRODMIK LY TEFSREOU 
WIL A EIR, MEIGS OES I ILL THE 
FEARS te Vo HEORAT Id Hk By Xe By ay 
に 多量 の 水分 を 含有 し ;, © OMA tH 
DER 3009C に 於 て ミ き へ 一 酸化 炭素 と 作用 
し て 水素 及 二 酸化 炭素 を 形成 す 。 WME 
SHAR SKCHE 500°CH F oA 
に て dehydrate し た る も の は 著しく 水分 
ERAT MAPICEES isehr 
ん カ ヵ カリ RIC YE L, mies = IK HE 
FROG L te 0 CHMI wv wD ER Bok 
に さき へ 深 解 す 。 と ら の 硫黄 は 900°C に 於 て 


Kawa- 


ae 


Ley 


yb 
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殆ど RAS . MRE 800°C ick Hn 
ば 著しく 性質 を 獲 化 し , 最 早 水 分 を 吸収 
せ ず し て 赤 鐵 太 と 同様 の 性 質 を 保っ に 至 
る 。 ( 雅 國 工業 深 議 論文 抄 鉄 35, 1929) 
Crp BF) 

690, 種々 の 金属 硫 石 間 の 正規 共生 7A 
365 AR 

691, Texas JW Terlingua 地方 の 水銀 
BEERICRET Lonsdale, J. T. 

TED a HWA BIC HEE Bkd ZOD 
HET, Wet BSOR ET S KAW 
を 蔵 す る を 以 て 著名 な り 。 と れ ら の 水銀 
BRK (2 RAE WTR, DEREK UO 不 規則 な 
Oye te 0 CLARA BAe KAT 3 
者 に し て , Little 88 mine 地方 に て は 石灰 
AD eR & ED BHAA IRIC & VCH 
せら れ , —2 underground placer deposit 
を 形成 す 。 と の deposit Hw Fe LMM 
る channel 中 を Fem bi, AIKRGARY vs 
積 紀 時 代 の 動物 の 骨 片 等 を 混在 を せる 粘土 
に て HY SL OC ULT, 著者 は その 成 
Aico eC, Wo 地方 の 例 を Bos CHAM 
な る 記載 を な せり 。 Citcon. Geol, 24, 626 
63』, 1929) Crp EF) 

692, ARIAT SBA 山口 天平 

AFRIC RE CHT 3 iPS Ee LT HK 
POHL, Pilea, Bis EMRE 7% SO, 多く 
は 2 種 以 上 の 混合 物 に し て , そ の Wad 
の 不純 物 を 含み , 品位 は 80~602 な り 。 
と れ ら を を また 用 途上 ょ り 草 別して 通常 金 
FEY PE DC TR Ys HER), bre PRs 1 CBE (E 
Ba), WEI PR ETC PRIM EDR) O 3 Hl & 
な すす 。 著者 は EVR & と し て 29 個所 を 


あげ て そる の EMRE 掲げ , 更に その うら 
ERO LOK DSR OUR ET 
Ch SAO AA Wh bk Vee 


ME KRRR © 2G AH LCR VG CLD 


AER ab AE eh Rt LCRA 
る も の 。 QBAMARIA L し て 凝灰岩 , 
頁岩 等 の Paice, 或 は TIM A PK 
HAIRS Sb Do 次 で 著者 は 本 都 に 於 ける 


1 PAPO RIA DL, tt FRESE A EIA Be. At 


SEE BEY ER EK > & PAM Pr B BBR 
を な し , 最後 に MERE LC WAS AAB DE 
LU) al) EARZS YEN YS CAH ARTE 45, 
725~743, 14) Cp BF) 
693, B=HAWHEAS HRD S & SRR 
PROHERCIS RET 加 葉 武夫 

F=AA MED CLAS 3 SHGIKO 
AE KIC BEL, 如何 な る BREE as 起り し 
p & MH SOIC LT, HO HA OR 
AcMeLeE 407d, HWBAKR 
び 陶 土 化 (2_ 絹 雲母 化 (3 う プ ョ ピラ イト 化 
(HOt, SEL, 最も 重要 な る 最後 の 三 
TIC OU TMA L, 次 で BRIO 生成 を 論 
じ , そ の 例 と し て 佐渡 斑 脈 と 伊豆 主 肥 斑 
脈 と の 硫化 順序 に つい て FE L, 結論 と 
し て は , と れ ら の PNK WP BM TH 
結 を し クリ フト ペ バッ リ チ ッ ク の 岩 此 より 
誘 出さ れ し BUKIRIK LT, 深 記 に て BEIC 
W, Sn, Cu, Zn, Pb SOPRA OARD * 
PRUB LU, HhPsu ( KC aE —_7 
wnY—K J OULBREBOC VLA 
の な り 。 即ち 母 岩 の 草 長石 化 作用 や 石英 
脈 中 の アデ ュ ラ リア の 産出 及び 絹 雲 母 の 
FEA: EL ED BOK © IMD Odfh aim 1 bid L 
BE te SM EMS SLOT Yo IBA 
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Sk 


BEL UAV ICBC Ke SEMA AKER 
AHEM DE te PEMD CH Be LUE 
ICTS o SUE ARIE ABR as BK 
MIKO FIA ey & と し て 出 で , 後期 の A 
BYR BA OL OCHS CL, ROB 
ROVER Clk 石英 正 長 石 用 CHT, 上 
AICP CLR A ARIMIC BET STL 
OPP, 前 者 と 後者 OVINE HR 
の 潟 度 の 相違 示 あ り し 事 を 指示 する も の 
な る さ べし 。 BMOBAWiKis [HER —— 
アル カ ヵ カリ 水 』 系 の 溶液 ょ りゃ 低温 度 
を 暗示 せる も の と 考 へ らち る 。 て (地質 ,36, 
407~414, 14> Crp BPD 
694, BORA ICKET Nishio, S. 
FE BUAR AL IC HS Tk ESR EK 
CURA RSE ACI IC IR BS 
SMITH BAA OO’ 
《, そ の KAS IW AHO DA tk ¢ 
— BCE) 。 ILA AA HK nee RRM 
Ae Hak ( HEL, BAA 
に は , 深成岩 及び と れこ と HMB & を な せ 
る 大層 岩 の HEE A, ICR Ca ih 
片岩 , HATE PALES BSED 9 BLBIC 2 
BEMIS EI 北部 に 限ら ちら れ , WEI HT 
UL SALORARS OR & FE IC AE IK IRE 
0, BEES LOLECMMAROB Yo 
CAS SEB aL Be 627, 1929) 
CP BF ) 
695, 南西 Schwarzwald, Schauins- 
land の 金属 硫 康 に RT Schneider- 
hohn, H 

著者 は 先 づ 南部 Schwarzwald PEER の 
— je CB LC BERR EL, つい で Schau- 
insland (CJS 3 BRU] OIA, BUR © EEA 


DA, IRA, DHA TKO 時 期 , BRIRREA の 
時 期 及 基 恨 源 等 に 就 て 詳し く 論 逃 を り 。 
CMetall,'u. Erz. 7, 1929) Crp HF) 

BB ih Bk & 


696. SESE BIO LE SORE 
Dobbin, C, E. = 


ョ ッ キ | MRL OATH IS Aieh KY 


HSM PEO Wy kV PEL, 基 比 重 は 
1S ~TS'R | Ate) AAC OATHS 
— fC RW te SK MRL, FiO bh 
層 中 より 産 す る 右 油 は 大 な る 比重 を 有 す 
人 千 異 な る 油田 に た 於 ける 同一 地層 の 石油 叉 
は 同一 油田 の 異な る 好 層 中 の 右 酒 は 其 性 
AIC WS CIBM Te SHES V. Fins h 
DA OYE VES HORI IC Fa tLe SHA 
SAE AICHLAS 2% O07) EMWT S 
CME SHIH V, ABABA A 
RAM OF Bi HA UMEL, kK 
PEAKE VCC Ape RIL D Mh OD 
PABA oMEL HT ARK SEF 
CB. Am.A, Petr], Geol 13, 1257 ~1290, 
1925) CAA) 
697, Péchelbronn 油田 の 地下 湿度 
Hass, I. O. Hoffmann, C, R. , 
Pechelbionn 油田 の 地下 温度 に 就 い て 
は 賜 去 10 年 間 に 於 て 種々 測定 を られ, 
財 石 油 斑 床 と の 開 係 を 研究 せら れ た り 。 
約 500 の 測定 に 依る 地下 等 温 線 は ライ ン 
WED HEI KY CMM b SLY RH 
せり 。 柄 し て 地 潮 の 端 よ り 中 央 部 に 向っ 
て 蘭 次 規則 正しき FRB O LSE a し, WF 
OMS PELE IC ee IC ISTH & 


© dP SRL ADR & BAA te ¢ BP 


ip 
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SAR IC [hj > CHAR LAF S WHAT 
LEZ LOLYENEY , MSI BASE 
的 方 面 より 考 ふ る に , WY OR HALO 
砂 に て 蔽 次 中 央 部 に な る に 従っ つて 細 粒 の 
Lic VICAR Lte Vo AME OME 
MARAOBR MER CL OLE DHE 
Cia sly © HF LE & FRE & BH 
係 % 堆 積 塊 の 相違 に 固 る も の と 設 胃 する 
を 得 可 し 。 CB. Am. A, Petrl. Geol, 14, 
1257~1290. 1929) CAA} 
698. BMEGLOMZE Kobayashi, K, 
ASSOC (SRV ch @ 定義 , FE, RAL, 
成分 , PIE, 物理 APE, 及び IKEA 
eB SY, CLC BAL oOW 
MOREA Vo PEPE FIA WM & 
BeLSHEVER COMA OMB 
72> PALA BCAIIA A kU eS 
BSE RA oO 分 解 生成 物 に し て , LA Rit 
AMAT ANE COn, SOx, H2S, HR, 
BOK OFEAIKKS BOE V > 成分 は Alo 
Og 6SIOgxH20 KTH FSW ze HBS 
hOB), BLE SHAY he 
TARGA AIC HAGY LYS ke a 
CRC, 上 耳 中 性 載 類 溶液 を 加 ふ れ ば 酸性 
KBR BT 6 

hist SN & VU ABIES 2S 
CHASM e LC 使用 bh, ONLI 
OW BisB, 7 YY vy OWN, Be ASM 
Rt SGMICBAT SS. CRATES 
Ham SCI SK, 434, 1929) CAA 
699, MBBORKARURS Craig, E. 
HOC: 

ALi D 1% FARA & ET & BED eG 
要 な る は 油 頁 岩 な り 。 WAM 含 油 量 , 


物理 前 性 四 に 於 て 各々 特性 を 有する る も, 
要する に ケロ ョ ジン を 含有 する 粘土 質物 な 
Yo FAV YORIKRO RACY CT la ii 
X Lime 5S RIK ULT, SABO 成 
Atte DAT hi<Rome, HW COA 
EDA KOR ORKO RMU LORD 
内 後者 は 一 般 に FEE SS BIC UT TH 
頁岩 は 無機 成分 下 に 石油 が 吸着 を そ ち れ た 
る も の な り 。 語 し て 著者 は 該 謀 を 化 凡 的 
REE Xe WAY 1 EY LE, BAL 
Pet Ait OBS LMI LTS SS % 
D & sine VCS 3B ederim SCD 272, 
1929) 

709. 石油 の Permeability (“RET 
Otagawa, J. 

著者 は 石油 の permeability 即ち 砂 中 を 
通る 油 の 流速 に 就き て 種々 な る 寅 験 を な 、 
し 次 の 如 くく 結論 せり 。 CL) 不 規 則 な る 形 
及 大 さき の 砂 の FLABAA~ eK KE 
の 砂 の それ ょ より 大 な り 。 (3) FARAPE 
の 場合 に FAR oS 影響 を な す , 1 は 常に 
HEC BET 2 場合 に て , 他 は 間接 の 影 
we it, 即ち 砂 の 大 さき, 孔 の 摩擦 に 開 係 
する 場合 な り 。 と の 老 ょ より Darcy ORE 
り FLA o (Ke BRe permeapility OFRRY 
EERIAS V oS )RIC BU PEMH ICT B FLO 
大 な る 砂 中 を 通り FETC, DAH We 
(L—-APEIC FLAS AER YO fa HHMI 
油井 の FEAT & 左右 する 事 な く , permea- 
bility か 基 係 敷 と な る 。 (5) MICK 
5 FLO MERE OPLD (kA © HPE O YD 
Y % permeability m GARY oH hnic & YC 
KT 9 (5)Darcy o Jak & BNE し 石油 の 
FEAL pressure head の 直線 的 係 敷 と し 


46 (46) p> Sik 
て 表す を 得 可 し 。 CBT ESRI | RICE EMU TT KYHEMOR 
$%, 461, 5929) Bb OlL— AIK METI Le CRAB, 37, 
: 476~485, W4) GEA) 
2eRAB YD 


701, 鶴 業 太 物 ムラ イト Beljankin, D. 
Eitel の 見 解 に よれ ば ムラ イト (LMG 
DMC SES LC HERB IC fii °C FEAT IC 
FHS SAN TLS FOUL IY 
PFLUEYV, MPHADAIVVY EP HS FR 
JEICVABLL CHEE BIL, ZED RELT 
SiO。 28.29%, Al203 71.02% の 組成 を 
得 た り し が , Bowen, Greig FIR Zh 
に 酷似 せ て る を 融 見 せり 。 HBA MIC HE 
WAR KU AF 4b ONRK RM CROR 
We te UfEX Lo CI) 47 4b EER 
と アル ミナ と の 均質 固 深 体 な り , Q)ebR 
Ala RAAF 7 PIPIKRUS SiO。 の 
BAK 2 0, (3) Wo 7 4b RUSE 
Als FEC IHW AA & te FT CKeram. Gesel’, 
10, 232~233, 1929) (387K) 
702, ABRAM sR 

FEAL ARK VRS ARIK PS CREF 
の 種類 , AM o> = RAK O Bt & kL, 或 は 
FRO 代り Y に マグ ダネ シャ を 使用 し , BE 
DUM CMC V 。 EAEOMMD 2 
AS Blin D WAC Hit BIC SAS. B HoH L > 
DP FRE & AO EBA 27 & hn 
へ た る も の は 優良 の 融合 比 を 示せ り リ 。 石 
灰 の 量 る 軟化 温度 を 支 列 すす 。 石灰 に 代 ふ 
SKB マゲ グ ネ シャ を 使用 し た る に 3 
Zo BYE DE taf BEA GR IC WSC PEF Te S WK 
EY o MER IS SEF OM か さき , HA 
BIO MIR BIN kV CURT HE 
割 と し て 石灰 を 用 ひたる 場合 に は 基 量 と 


702, 富 土 中 の 稀有 元素 Fioletoff, A. 

id Be EAA OD TiO2, Vo 
05, RU ZrO2 の 分 析 結 果 を BGK Yo 
一 般 に 三次 粘土 は 初生 親王 に 比 し 多量 の 
稀有 元素 を 含む 。 CHEOKAS RHA 
層 の 層 位 移 前 間 題 に 開 潤 そる が 如 し 
TiOg ZL LT Rutile 2 UC#HEL $8 F 
に 認め らち る 。 グ ヴ ア チ ナ デ ウ ム 化 合 物 は 石炭 
mice SHEP S (eb ABA 
ith eT FFYALELTCES BS wU Lo 
含 硫黄 有機 物 が ウジ アナ デ ウム を SR 
り , 灯 土 中 に 固定 せ そし むる に 至る も の に 
LC, Hie t OPAC 多き は と れ を # 
する も の な り 。(Keram. Runds., 39 659~ 
663, 1929) C3§7K) 
703. 氷河 粘土 の SHBHRR 
strick, A. 

北部 英國 の 水 河 堆積 物 中 Yorkshire yy 
FEICUYS-BAHBIC (2 140 OR o> Val Fi BEY 
す 。 AUK WIRES 3 RIC RS B, 
CL) Basement, clay 2 BE LS a HiBSPE RG + 
LU RY, VY ABBE, (2) Eso 
厚 層 を な し 多量 の 漂 石 を 有 す , 上 部 に 砂 
BD Y COR ELM OANA KK LO 

LIRAD Lo 4) OM & DH 

mMeoecvray, HRA, SRA, HA 
SAHA (2 OEE TAB EL, Hr 
OMAK E CL 著 し き 差異 あり 。 
Basement clay は スカ ン デ チビ ャ Dk ya 
IC #E UL, purple clay は Pennine Ranges の 
岩石 より Hawn, 上 部 の Hessle clay は 


Rai- 
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Seottish rock を 含め り 。 答 居 の 上 部 に 見 
る 砂層 は 各 水 河 の 中 間 に 於 ける 粘土 の 創 
WR O¥8 Ble SX Lo (Geol. Mag., 66, 337 
~344. 1929) (57K) 
705, MAMORBAL 近藤 清治 

HEA HAeINAKk Som CDHA 
Aintkwyeyr vey b Aiki op BE 
Hem, Dao ttt At SMaw 
BEET AIC SE UC aR tL EE LC RL 
(2) Bick DD & HLA a RE © HE FT RY 
2S >MAOBIKKVMBLLS, av 
| ボラ ンダ 2A TA Blt — AIC Wet EAR 
し 。 適 営 な る 細か さ の ヵ カ 」 ボ ラン ゲ ダム に 
不 節 粘土 を 攻 加 し た る に 軟化 温度 は 30% 
BIRICBCRBICSELEVG マグネ シャ 
耐火 物 に あり て は (BBY FT KRY VHT 
FOF 2 LBB T SH L VGA HM 
を 用 ひ ず し て 軟化 温度 高き 製品 を 得 べ し 
Q) 之 に 少量 の 軟 焼 グ ネ シャ を 加 ふ れ 
VEAL RARER TEE 3 CRIME 37, 
486~497, 1B 4) GEA) 


A 


706, BAEARO KAR AIK FAT Sit 
RC B— He) ARATE & 1B AO Re 
EOE ‘PH + URS 

A SIC HER RMEKIC IA 3 RZ 
SLX VERMe S 33 MoO Tie RC, AMR 
WHEE ME & PR BT D MAL & se AMIC HEF 
LIN © MICRO I & BAR e Bt SCE 
れ り 。 WS LOW FIC RE 3 li) pest 
OlJ—WAXY 採取 せる TKO, AR 
WICKER ( AGH SO S PLUM AY 
(2H RCO RMIC BHAA, パラ フィ 


uu 
TR 


ン 系 及 テ タン BRAKHRIC ELC 
RUC A BORER MEIC L CHES L (42 
LOPAR MIs HR CO KMICZL 
( Feb © RUT IC = 2 v Bb be AK HEIC 
to Gunitt A SeR 4,,90~101 WA 4 
C 観 見 〕 

707, 石炭 の 培 素 化 に 依る 硫黄 の 除去 に 
RC B—RIEBRKICKSAE MAE 
—BB, 小山 詳 

著者 は 微粉 炭 に 協 素 水 を 作用 を せしめ て 
硫黄 の 大 和 折 及 酸 に 可溶性 灰分 の 大 部 分 を 
除去 する を 得 た り 。 除去 を ちら れ し 硫 黄 は 
EE LC HABE THN IC JS LIRA IK RS 
きも ゃ の な り リ り 。 

HIKE EADS Leh B APD BMH 
MLR OL ELE SAA L ABBE ED 
に し て HRA IC HENS & HES, 600°C 以上 
KC AMAS lL ( HR EAS ICH So % 
Dek BARS Fo WIEBE tebe ls ah Bet 
Ny P| MCW BEORKDESUK EA 
し , ミ ンジ | Tis he OCH 
こ 3 成 分 た 分 っ を 得 そ べし 。 其 の 如き 協 素 
化 炭 の 性 質 は 原 炭 の 成分 を 第 ふ 一 方 便 と - 
BSS EES Lo BIC HI Bebe LIA PE 
素 と 同性 質 を 有 す 。 (東工 試 24, 1~16, 
WA 4) Cie 
708, RRONS 形態 と 其 の ABE IK 
tT Wheeler, R. V. 

MPO ZICH BAe S 2 種類 の 炭素 即 
ぁ ち 光 澤 を 有する も の と 然 ち ざる も の と に 
就 て 研究 せ る る の に LT, 著者 は CEO 
mE EHV | VRIAA Ry ODA HMC 
Ko THL, HO RR KRRRALO 
Fite & LEED B IC AFH © Jz HB IE Ue Wh I) HER 


48 (48) yy 


$k 


zon Ll, Aas k Vike oe) LEY 
LF ORAS K ABLES EGF L 
Cho thino 表面 を H~ SBE Y, hie 
D | MEE & PYMAS SEES LEO 
(Fael, 8 121~122, 1929) C 観 見 〕 

703, BROLBHBERATAE 
Berthelot, Ch, 

HERS HEI (KS Ape VSB IC Hs TC tS 
た る も の に し て , 著者 は HO 有利 な る 理 
中 を 如 げ 談 で 現在 に 於 ける 同和 工業 の 方 法 
を 掲げ た り リ 。( 昭 科 四 年 萬 國 工 業 移 略 論 
SCRE) Cie 5) 

718, ~EaMO RR Oshima, Y., Fu- 
kuda, Y. 

AS ith SNL TK ie Be AS ne IC HT OPIFED — 
部 分 に し て , 著者 は PAHO 反 應 性 測定 
DHE (CBT BS EME & HK 
CHT BET Yo UME SW Ufinter- 
ferometer & HEF] し て 行 ひ , pea © HE 
TSE & fre FE UME & OBETRD FER WEPE D NL 
REVEIC RF GAR IC wT MT SHV H 
AS OEE IC PALIT JRE © REPRE © We 
に 営 り Specific effective surface area を 
適 党 に 用 ふる 時 は 基 億 は 本 く 法 験 條 件 の 
如何 に 左右 そら る こき 事 な し 。 CH ADOSER 
BUTEA BRA) Ce 
711, EBS1EE S =H OMIT 
ibe YE — EB, 7b et 

MRCS S She RSs & ICH Beis 
焼成 を せる も の 活性 を 市 販 の ノ 」 リッ ト 
及 ダ ルコ の 活性 と 比較 研究 を る も の な り 


A O Hh am (C PRA (EMH tee KV 800?C“ 


ーー900°C 1c TPES SY OF LZE OTA 
an (Pe LR BEC L CULAR 4 HR He SY 


GHA L, RIC LT 2~5 倍 の 吸着 
WEAF o 従 つ て 本 活性 談 は 酸 の 除去 及 
REO EMO WIC ee Rte } tee te 
Yo (東工 試 24, 17 ~26 昭 Ce) 
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712, WHA ERO BABE Hama- 
da, H. 

1927 BOR, Neo 123A Ric & 
Schmidit’s shaking method  ¢ V fH} FE 
を 測定 し , 基 の 結果 を 表示 し, HOMER 
OA GM KO iE RL oe Yo 
Corb Ase I, 18, 817~321, 1929) C4 
HA) 

3; 重 カ 偏差 測定 に 依る MAB の 地 
FRSA ASEM 

ASIN HE SGM 2 Hee Bh) IC ESE te S BAG 
LAT 3 MALO 成因 に 就き て は , FE 
RAD VL 2K O Blo rp Pw He 
PUAMEIC Bie L, 1 tk PS A ee te HHH 
の 分 裂 に 依る と な す 。 KHAN 
PCPS CH © pra th ze Wh ic 2a 4 PT 
OV mp e WE SIC, 2EO 分 布 は 
WASPS d 特徴 を 示し , LFLO 間 頭 に 
BA LR Ox am IC FISERV og 即ち 徳地 の 南 
側 は EEC RY Cc 限ら ちら れ , Hp PAPAS Be 


DFT TAFE D J Fy 500m OYE s Ke AE. 


Yo Fab OTB Whe KV RAC pe Cc Hib 


PCRS 進出 ある 事 , LOMO 重力 


偏差 の 異常 分 布 に 依り CHEER B So TM 
訪 湖 の 北部 は 主として 沖積 統 沈 潤 物 に ょ 
Y PIL a, 唯 下諏訪 た に 近 き 束 岸 の み は 湖 
南部 と 同性 臣 の 構造 を 有 す 。 (第 四 回 太 


Fe > 


a Til 
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PEATE aia SPOR, OREM ea 
a US) (4E FN) 
714, AASORRREIHET Harada, C. 
FB OPPER (t 10,0002 5 WEEN AAR 
本 面積 4% 1K し て , 1928 BORK 
約 460,000,000 [AJC Uc. & & Hh & HE 
すれ ば 殆ど 論ずる に 足ら ちら ざる も , た で ヾ こと 
OHA IC HEF SDA DIA IK EV 
At U ORCS, SHLEC SAR 
OMB VU HEN OBRORK MTC 
Bet 0, CRISES am Sk 422, 
1929) Crp BF) 
715, 斉 國 に 於 ける 金属 研究 の 進歩 に 就 
Honda K, 
am SC 1k 1923 年 以後 の 理 國 の 鋼 , 鐵 及 

X OWOB/E A DBE OA & hae 
る も の に し て , 全 部 を RO Mi 8 Hic Hi 
ち て 詩 明 を り 。 (1) 召 國 に 於 ける 主要 な 
RAE, Dik SS | Off * DAZ, (3) 
SES DPF ILE, < の 鐘 鐵 の 研究 <5) ferrous 
alloys の 平衡 賠 に 就 て , (6) non-ferrous 
alloys の 平衡 彫 の 研究 7) 人 金属 及 合金 の 
PED EEPE IC RET OR, (8)% OL OFF 
々 の 研究 CBS SE Be anILD Hk 658, 
1929) CrP EF) 
716, 日 本 に 於 ける 鐵 鋼 業 Hattori, S. 
香園 た 於 けり る 鐵 鋼 癌 人 金 の 術 は 古く 《 く ょ うり 
FAL HED(LHEL UTM, 山陽 地方 ょ 
り 産 する 砂 鐵 を 利用 し て 幼稚 な る 方 法 に 
ょ り て HEY LO, 明治 初 年 に BY Cm 
KBE L, 釜石 及び 陸 海 軍 造 兵 甚 に 於 て 
は 始め て blast furnaces を 使用 せり 。 そ 
の 後 1897 ARIK L/W BLE HT RL, 現今 
に 於 ける 青 國 の 鐵 , Go 2A AK 2,500,000 


WIC SEED 9 CBA RIA LY 
1299) [中 野 〕 


新刊 紹介 


SUH, APES BSE vt 
PERO HG ICEL HYD, 本 者 に PAG 
SHBSEE RIC CMKICG 6 TS MSS 
FA IC PSC, CO BBO BH LIC (Hh 
“FO FKLRASEOMECE VET Lk 
BCMA LS SM CHDK, 然るに 本 書 
LEC BOKIC RU dB MEOKM eS OE 
L, ZC filS> 3 CAAT OR ERAS, 
fA IK HES DEB, HERICAT So 
AR EB 578 HO BCI TEAM Te SB 
Bl & Mt L, 全巻 5 編 中 eS 及び Psa yy 
MypBo Wee ULL, t Baym 
, BY OPAL KEE, Da ai O 
3 fi 2A FLEE O WRAL SHES 
OC, #4 HhEe Cit HG, 書法 , PIES E 
an C, POPP Cit NBO KEE 
逃さ , Ay CRAS S METEE < © fh 
DA % 紹介 し Hi hh AEE O 概要 


| 2320, Se cit Rinne Ro Be 


Feiobaukunde を 多分 に 取り 入れ て HE 
成分 と 内 部 構造 等 と の 開 係 , 周 深 体 , 同質 
ARE O PML & Dt~, Wey eee Be Lc 
(LOMB RI BEMD RG UE KY 


種々 の 場合 に 論 及 し ; Simic KH Tk BE 


HAWK Y SHY OS LUBE mL 
BEBRIERKBCRO BBBELLT 
も , BRO AA BS 6 一 般 的 促 
ARE LTE 従 來 の MEIC ES BLE 
Le&DCHS_ FUREC KUNE SB 
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ee 


HORS bik, 引用 せる HK — BR 
あら し むる と と , 各 論 に 於 ける 引用 資料 
の 転 重 を 明か に せら る ふと と 等 で あつ て 
= + LEO Widmanstatten RICH 
OH, He FSU A BoMmR—Ric 
する 間 題 等 で , 最新 の 研究 を 願 る 機 を 得 
な か つた の は , FARM Ic Rs e 逸し 
て ゐる こと と と 同様 に , 本 書 の sar & 
葉 往 た 属し た に WSF, tO WRK RH 
YLOBREELCFAKCRORGRD 
と 推察 せ ち れる 。 て (東京 神田 淡路 町 一 ノ 
— BURL Bie BFF, AE 4 園 80 $8) GR 
5) 

石川 成章 著 Ge 著者 の 序 次 
RBS LA 如く , 鐘 業 地理 は 人 次 地理 
中 相 営 の 地位 を 占 む さき に 拘ら ず , HA 
KAM ORMALA LOM SAARCHSO 
た 。 REBEL © HLA A & YI) tc 
LC WA BURGE IK 4 OY BW] dtc 
LCRA EO MHC RU: Hive T FE 
WEIC ASPB] © fre HA, A, EGE, BLE, Sia BE 
MORE LY RA FF yw AICBS 
まで の MBKL ILL 最後 た SOA ICA 
FSHHSROMME WBC HAMM }B 
Re] & Mt LAS 602 HW, SCHR 100 頁 , 索 
B) WH TS. 6H Hehe] 2 He 
% A~ CAR 62, % OP SA AIH 
する 著者 の BAU 多 と すさ べく , を と の 方 面 
CAG OAR L LU CHMYb SNe cs 


紹 介 


ら う 。 (東京 神田 臣 今川 小路 一 丁目 五 番 
Bh, RUA Wik Re BEAT, ZEA 6 IB) 50 $2) Cpe 
2) 

雑 ORR 

WSR EAR MOMS BARBER 
山鹿 の 東方 余市 川 の 上流 に 在り , 第 三 紀 
Ai HH RU % OVER Sp IC BELLE 
標 式 的 第 三 紀 CRM CS Sas, TOM 
本 中 石英 , FER, 方 解 石 等 と 共に や ょ 多量 
の 水 長 石 を 含む も の を 症 微 鏡 下 に 見 出さ 
れ た 。 € OPER CRRORV CHS 
〔 渡 邊 高 〕 

MIGRREP IAF 上品 館 市 の 東 
方 施 外 に ある 有名 な る BO), HFS 
iL, FO WE UGE IC HV SR Om 
井 に 仰い で ゐる 。 ChEoOMHIKE ZA 
JR OB RE, HH OS. MPA SEC 
SROKEVRMMEEU THE, LER 
酸 導 に マイ ゲン Ke CARH 2K, アラ 
イナ イト な る と と 未知 られ る 。 

ER COMR SG KS (MEO 
HC OME WI S RORBKE 
つて 生 ぜ る Tibi 2+ t Ut RHcS 
oo か く の 如 く , 同 一 温泉 も その 條 件 に 
ょ っ つて 沈 江 物 を 異 に する の は 営 鉄 で は あ 
る が , また 名 味 ある 一 例 と 言 ふ べき で あ 
55> (RBS) 
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